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|普天間基地、今なら振興策つきで大安売りだよ I

ア
ピ

yし

ヘ
リ
基
地
が
で
き
た
ら
静
か
な
私
た
ち

の
村
は
ど
こ
か
に
行
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
サ
ン
ゴ
や
ジ
ュ
ゴ
ン
も
死
ん
で
し

ま
い
ま
す
」
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
で
訴
え
る

小
学
校
五
年
生
の
西
平
茜
さ
ん
の
声
が

響
く
。
全
国
の
ん
民
性
た
ち
も
呼
応
、
沖

縄
の
リ
レ
l
ト
l
ク
の
前
に
「
戦
争
へ

の
道
砂
許
さ
な
い
女
た
ち
の
連
絡
会
」

の
グ
ル
ー
プ
の
タ
性
た
ち
が
リ
レ
ー
で

訴
え
、
歩
い
た
。
パ
レ
ー
ド
は
約
七
百

五
十
人
に
ふ
く
れ
あ
が
っ
た
。
こ
の

夜
、
交
流
会
も
行
わ
れ
た
が
、
三
百
人

の
参
加
で
会
場
は
満
員
。
ど
う
し
た
ら

基
地
を
な
く
せ
る
か
、
真
剣
な
討
論
が

く
り
広
げ
ら
れ
た
。

十
日
は
原
宿
駅
付
近
で
「
毛
遊
(
も

あ
し
)
ぴ
l
」
と
い
わ
れ
る
歌
や
遊

び
、
紙
芝
居
で
η

基
地
の
売
り
捨
て
“

を
お
と
な
っ
た
。
朋
る
く
、
芸
達
者
な

沖
縄
の
女
性
た
ら
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
幾
重
に
も
人
垣
が
取
り
囲
む
。
し
か

し
「
基
地
は
日
本
人
全
部
の
問
題
。
目

沖
縄
の
女
た
ち
の

常
に
微
妙
な
時
期
だ
っ
た
が
、
大
田
知

一

事
は
ロ
ビ
ー
に
お
り
て
き
て
女
性
た
ち

一

と
会
っ
た
。

「こ
れ
が
大
田
知
事
の
反

一

対
の
表
明
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
と
、

一

自
負
し
て
い
る
」
。

一

東
京
行
動
を
終
え
て
、
「
東
京
の
実

行
委
の
人
が
混
か
く
迎
え
て
く
れ
、
交

一

流
会
な
ど
で
、
各
地
の
い
ろ
い
ろ
な
人

一

と
話
せ
た
。
日
頃
の
も
ど
か
し
さ
が
少

一

し
解
消
し
た
」
(
は
じ
め
て
東
京
に
来
た

一

大
宜
味
村
の
儀
保
由
美
子
さ
ん
)
な
ど

語
っ
て
い
た
。

関
釜
裁
判
一一一----<11‘

審
判
決

毎軍軍霊.

東
京
の
盛
り
場
に

か
、
事
情
を
察
し
、
共
に
行
動
し
て
ほ

し
い
」
(
ネ
ッ
ト
代
表

・
真
志
喜
ト
ミ
さ

ん)。同
ネ
ッ
ト
の
結
成
は
昨
年
十
s

一
月
二

十
七
日
。
二
十
一
日
に
行
わ
れ
た
「
名

護
市
の
海
上
ヘ
リ
ポ
ー
ト
建
設
の
是
非

を
そ
ら
さ
な
い
で
一
緒
に
考
え
て
」
と
を
問
う
市
民
投
票
」
の
日
の
前
日
、
沖

訴

え

は

重

た

い

。

縄

全

県

の

女

性

が

名

護

に

集

ま

り

、

一

今
回
東
京
に
き
た
の
は
「
心
に
届
け
軒
一
軒
訴
え
た
。
し
か
し
、
比
蕗

・
元

女
た
ち
の
声

・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
市
長
は
投
票
の
結
果
を
無
視
、
受
入
れ

人
々
。
全
員
自
由。

二
カ
月
を
か
け
て
・

を
表
明
。
危
機
感
を
も
っ
た
女
性
た
ち

準
備
し
、
子
ど
も
や
収
入
の
な
い
年
寄
は
急
き
ょ
、
ネ
ッ
ト
を
結
成
し
た
。
あ

り
の
旅
費
は
カ
ン
パ
を
つ
の
っ
て
東
京
く
ま
で
個
人
加
盟
の
グ
ル
ー
プ
だ
。

に
来
た
。
「
身
銭
を
切
っ
て
東
京
へ
ま
年
が
明
け
て
一
月
九
日
に
は
沖
縄
県

で
き
て
n
基
地
の
叩
き
売
り
“
を
や
る
庁
を
た
ず
ね
、
大
田
知
事
に
要
請
。
非

..，. 
」圃'

だ
ま
す
る

「
普
天
間
基
地
は
い
ら
ん
か
ね
。
今
な
ら
振
興
策
つ
き
で
大
安
売
り
だ
よ
1

」
。
沖
縄
の
女
性
た
ち
百
一
一
十
四
人
の
声
が
東

京
の
盛
り
場
に
こ
だ
ま
し
た
。
「
も
う
ガ
マ
ン
で
き
な
い
。
女
た
ち
は
す
べ
て
の
基
地
を
拒
否
す
る
」
「
基
地
の
き
フ
イ
ま
わ

し
は
止
め
て
!
」
。
沖
縄
か
ら
小
学
生
か
ら
八
卜
代
ま
で
百
二
十
四
人
の
女
性
が
上
京
、
全
国
の
女
性
た
ち
も
こ
れ
に
呼
応
、

実
行
委
を
く
み
、
八
日
か
ら
十
日
ま
で
「
碁
瑠
は
い
ら
な
い
!
女
た
ち
の
大
行
動
」
砂
之
り
ひ
ろ
げ
た
。

八
日
は
ア
メ
リ
カ
大
使
館
や
橋
本
総

理
へ
の
要
請
、
女
性
議
員
と
の
懇
談
。

ア
メ
リ
カ
大
使
館
で
は
、
ク
リ
ン
ト
ン

大
統
領
宛
の
要
詰
文
と
沖
縄
の
女
性
や

子
ど
も
た
ち
が
書
い
た
色
紙
や
手
紙
を

小
さ
な
箱
に
い
れ
て
捜
し
た
。
「
重
要

な
問
題
と
受
け
止
め
細
部
に
わ
た
っ
て

報
告
す
る
」
と
対
応
し
た
こ
等
3
記
官

が
約
束
。
首
相
官
邸
で
は
秘
書
官
が
応

対
。
「
私
も
普
天
満
基
地
を
視
察
し
た

こ
と
が
あ
る
が
爆
音
は
聞
か
な
か
っ

た
」
と
い
う
発
言
に
み
な
唖
然
。
「
日

本
の
エ
ラ
イ
人
が
来
る
と
き
は
な
ぜ
か

飛
行
機
は
飛
ば
な
い
ら
し
い
。
ぜ
ひ
橋

本
首
相
に
一
週
間
ほ
ど
私
の
家
に
泊
ま

っ
て
ほ
し
い
」
と
基
地
の
目
の
前
に
住

む
薗
政
美
恵
さ
ん
は
発
言
し
た
。

九
日
は
有
楽
町
マ
リ
オ
ン
前
で
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
入
り
の
リ
レ
i
ト
l
ク
の

あ
と
、
島
唄
や
三
線
の
音
に
の
っ
て
カ

チ
ャ
l
シ
l
(沖
縄
の
踊
り
)
で
銀
座

を
道
ジ
ュ
ネ
l
(パ
レ
ー
ド
)
。
「
海
上

山口地裁下関支部

元
「
慰
安
婦
」
に
叩
万
円
支
払
え

「
立
法
義
務
怠
る
」
初
の
司
法
判
断

四
月
二
十
七
日
、
山
口
地
裁
下
闘
支

部
で
「
関
釜
裁
判
」
の
判
決
が
出
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
中
に
従
軍
「
慰
安

婦
」
や
女
子
勤
労
挺
身
隊
員
と
し
て
強

制
的
に
働
か
さ
れ
た
と
す
る
韓
国
人
女

性
十
人
が
、
日
本
政
府
に
対
し
公
式
謝

罪
と
計
五
億
六
千
四
百
万
円
の
損
害
賠

償
を
求
め
た
も
の
。
近
下
秀
明
裁
判
長

は
、
元
「
慰
安
婦
」
一
一
一
人
に
つ
い
て
、

「
国
会
は
賠
償
立
法
す
べ
き
憲
法
上
の

義
務
砂
怠
っ
た
」
と
し
て
、
一
人
三
十

万
円
、
計
九
十
万
円
の
慰
謝
料
を
支
払

う
よ
う
命
じ
た
。
元
挺
身
隊
員
七
人
に

つ
い
て
は
「
慰
安
婦
の
被
害
に
比
べ
性

質
と
程
度
に
差
が
あ
る
」
と
し
て
請
求

を
棄
却
し
た
。

一
連
の
戦
後
補
償
裁
判
の
判
決
で
は

初
め
て
の
ご
部
勝
訴
」
で
画
期
的
な

判
決
と
一
一
一守
え
る
も
の
だ
が
、
当
日
の
報

道
や
評
価
は
ま
ち
ま
ち
だ
っ
た
。
な
ぜ

決
直
後
、
法
廷
の
前
に
ご

部
認
容
」

が
上
げ
ら
れ
る
(関
釜
裁
判
ニ
ュ
ー
ス

過
を
悟
る
山
本
弁
護
士

そ
う
な
っ
た
の
か
、
関
釜
裁
判
弁
護
団

の
弁
謹
上
、
山
本
晴
太
さ
ん
を
招
い
て

裁
判
報
告
と
評
価
、
問
題
点
な
ど
を
聞

こ
う
と
い
う
会
が
十
三
日
夜
、
都
内
で

聞
か
れ
た
。
主
催
日
戦
後
補
償
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
。
こ
の
裁
判
が
下
関
支
部
に
提
訴
さ
れ

た
の
は
九
二
年
十
二
月
。

裁
判
の
特
徴
は
、
メ
イ
ン
の
主
張
を

①
「
道
義
的
国
家
た
る
べ
き
義
務
」
に

基
づ
く
自
任
。
予
備
的
請
求
と
し
て
②

「
立
法
不
作
為
に
よ
る
国
家
賠
償
」
買

任
、
で
請
求
し
た
こ
と
だ
と
山
本
さ
ん

は
言
う
。

①
の
主
張
は
、
カ
イ
ロ
宣
言
、
ポ
Y

ダ
ム
亘
吾
、
日
本
国
憲
法
前
文
及
び
九

条
は
、
被
告
に
対
し
、
侵
略
戦
争
と
植

民
地
支
配
の
被
害
に
対
す
る
謝
罪
と
賠

償
を
具
体
的
に
「
道
義
的
国
家
た
る
べ

き
義
務
」
と
し
て
負
わ
せ
て
い
る
か

ら
、
国
家
賠
償
法
の
類
推
適
用
に
よ
っ

て
、
公
式
謝
罪
と
損
害
賠
償
を
求
め
る

と
い
つ
も
の
。
要
す
る
に
、
憲
法
は
武

力
で
な
く
信
頼
関
係
で
平
和
を
維
持
せ

よ
と
し
て
い
る
。
信
頼
を
得
る
た
め
に

は
、
二
度
と
侵
略
し
な
い
、
前
ゃ
っ
た

こ
と
を
き
ち
ん
と
詫
び
る
こ
と
だ
、
と
近
頃
、
本
当
に

い

う

主

張

だ

。

不

思

議

で

、

な

②
は
、
日
本
国
憲
法
が
侵
略
戦
争
と
ぜ
?
ど
う
し
て
?

植
民
地
支
配
の
被
害
者
に
対
す
る
戦
後
と
思
う
乙
と
ば
か

賠

償

な

い

し

補

償

を

行

う

立

法

義

務

を

り
o
V
イ
ン
ド
の

課
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
の
核
実
験
に
政
府
は

に
、
国
会
議
員
は
、
戦
後
五
十
年
を
経
た
だ
ち
に
経
済
制

た
今
日
ま
で
立
法
せ
ず
放
置
し
て
い
た
裁
な
ど
強
い
声

か
ら
、
国
家
賠
償
法
に
よ
り
、
公
式
謝
罪
一
明
。
結
構
。
だ
が
、
ア
メ
リ
カ

と
損
害
賠
償
を
求
め
る
と
い
う
も
の
。
一
や
他
の
「
骸
ク
ラ
ブ
」
の
国
々

判
決
で
①
は
、
国
民
の
議
論
が
そ
こ
一
に
も
、
同
じ
よ
う
に
素
早
く
強

ま
で
成
熟
し
て
い
な
い
と
退
け
ら
れ
た

一
く
、
抗
議
し
て
ほ
し
い
も
の

が
、
②
は
認
め
ら
れ
、
元
「
慰
安
鮒
」
一
だ
。

V
し
か
し
政
府
と
い
う
も

一
人
に
三
十
万
円
の
慰
謝
料
を
命
じ
た
一
の
は
ど
こ
の
国
も
困
っ
た
も
の

が
、
謝
罪
は
認
め
ず
。
「
過
去
の
苦
し
一
だ
。
圏
内
に
貧
困
や
さ
ま
ざ
ま

み
に
対
す
る
賠
償
と
勘
違
い
し
て
原
告
一
な
問
題
を
抱
え
て
い
て
も
H

国

が
、
三
十
万
円
と
は
向
と
人
を
パ
カ
に
一
の
威
信
u

の
方
が
ト
〈
切
ら
し
い

し
た
判
決
だ
と
怒
っ
た
。
そ
れ
に
つ
ら
一

V
戦
争
を
放
棄
し
た
憲
法
を
持

れ
弁
護
団
の
中
か
ら
も
敗
訴
と
い
う
声
一
ち
な
が
ら
、
山
の
よ
う
な
米
軍

が
出
た
た
め
混
乱
を
招
い
た
。
私
も
原
一
基
地
を
抱
え
る
日
本
。
基
地
の

告
代
理
と
し
て
両
手
を
挙
げ
て
w
お
め
一

igフ
イ
ま
わ
し
で
は
同
の
解
決

で
と
・
フ
“
と
告
白
う
わ
け
に
も
い
か
な
い
一
に
も
な
ら
な
い
の
は
自
明
の
理

が
、
主
文
で
勝
っ
た
こ
と
、
判
決
文
全
一
で
は
な
い
か
。
冷
戦
構
造
の
崩

部
を
読
む
と
、
裁
判
官
が
よ
く
ぞ
こ
こ
一
れ
た
い
ま
、
十
万
人
も
の
海
兵

ま
で
書
い
た
と
思
う
ほ
ど
だ
。一

番
す
一
隊
を
な
ぜ
沖
縄
に
置
か
な
け
れ

と
い
と
思
っ
た
の
は
、
原
告
の
体
験
に
一
ば
な
ら
な
い
か
ホ
ン
ト
不
思

対
し
て
、
一
人
の
人
間
と
し
て
怒
っ
て
一
議
。
時
代
錯
誤
で
す
よ
。
明
縮

い
る
こ
と
が
ヒ
シ
ヒ
シ
と
伝
わ
っ
て
く
一
し
ま
し
ょ
う
よ
、
の
一
言
も
い

る
判
決
文
で
あ
る
こ
と
だ
」
と
い
う
。
一
え
な
い
我
が
政
府
は
も
っ
と
不

し
か
し
、
全
部
を
認
め
て
い
る
わ
け
一
思
議
V
不
鼠
気
で
あ
灼
£
あ
ら

で
は
な
い
。
山
本
さ
ん
が
最
も
気
に
い
一
ゆ
る
予
算
を
減
ら
し
ケ
チ
ケ
チ

ら
な
い
の
は
、
女
子
勤
労
挺
身
隊
員
に
一
や
っ
て
い
る
の
に
、
豪
華
大
磁

つ
い
て
の
判
決
の
中
で
「
|
|
原
告
の
一
振
る
舞
い
の
「
思
い
や
り
予

被
っ
た
被
害
は
、
戦
後
賠
償
、
戦
後
補
一
算
」
。
な
ぜ
米
軍
の
住
宅
に
は
プ

慣
の

一
環
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
べ
き
一
l
ル
も
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
も
至
れ

問
題
と
し
て
、
政
治
部
円
で
あ
る
立
法
一
り
つ
く
せ
り
で
、
自
然
災
害
に

府
、
行
政
府
の
裁
量
の
も
と
に
あ
り
、
一
あ
っ
た
国
民
は
、
家
会
麗
で
た

同
原
告
ら
の
救
済
を
目
的
と
す
る
特
別
一
っ
た
百
万
円
し
か
も
ら
え
な
い

法
の
制
定
が
日
本
国
憲
法
上
義
務
づ
け
一
の
。
全
く
不
思
議
V
減
税
の
効

ら
れ
て
い
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
|
|
一
果
が
あ
ら
わ
れ
、
そ
の
う
ち
最

よ
っ
て
原
告
ら
の
請
求
に
は
理
由
が
な
一
気
回
復
す
る
と
言
い
つ
づ
け
る

い
」
と
し
て
、
こ
の
判
決
が
戦
後
補
償
一
政
府
も
不
思
議
。
こ
こ
ま
で
来

裁
判
一
般
に
適
用
で
き
な
い
と
歯
止
め
一
た
事
態
を
な
ん
と
か
す
る
の
は

を
か
け
た
ζ
と

だ

。

一

消

費

税

を

一
二
%に
戻
す
ζ
と
と

「
し
か
し
、
判
決
が
出
て
し
ま
え
ば
一
数
多
く
の
人
が
言
っ
て
い
る
の

戦
後
補
償
を
求
め
る
人
達
の
共
有
財
産
一
に
、
梢
費
税
の
こ
と
は
頑
と
し

だ
。
利
用
出
来
る
所
は
大
い
に
利
用
し
、
一
て
検
討
す
る
気
配
さ
え
見
せ
な

問
題
の
解
決
に
役
立
て
て
欲
し
い
」
と
。
一
い
の
も
不
思
議
。
よ
ほ
ど
あ
れ

挺
身
隊
員
の
原
告
は
四
月
末
に
控
一
は
、
税
金
を
取
り
立
て
る
側
に

訴
。
国
も
控
訴
。
元
「
慰
安
婦
」
の
人
一
は
、
と
り
や
す
い
n
い
い
制

達
は
広
島
高
裁
で
控
訴
審
が
始
ま
っ
て
一
度
“
な
ん
だ
、
き
っ
と
V
よ
そ

か
ら
付
帯
控
訴
す
る
予
定
だ
と
い
う
。
一
の
国
で
な
に
か
紛
争
が
起
乙
る

最
後
に
山
本
さ
ん
は
「
裁
判
で
勝
一
と
"
邦
人
u

の
救
出
の
た
め
に

ち
、
賠
償
砂
取
る
ζ
と
も
大
切
だ
が
、
一
自
衛
隊
の
出
動
を
言
い
立
て
る

そ
れ
以
上
に
、
裁
判
に
よ
っ
て
乙
つ
い
一
人
が
い
る
。
与
党
だ
け
で
な
く

う
問
題
が
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
世
一

n
民
主
的
“
?
な
野
党
の
人
が

聞
に
知
ら
せ
、
国
の
あ
り
方
を
一
変
え
て
一
言
っ
た
り
す
る
の
だ
、
不
思
議

い
く
こ
と
だ
。
だ
か
ら
戦
後
補
償
の
同
一
な
乙
と
に
。
あ
ま
り
不
思
議
が

題
も
、私
た
ち
自
身
の
問
題
な
の
だ
」
と
。
一
多
く
て
ホ
ン
ト
疲
れ
る
。
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式
)
で
あ
る
と
の
家
は
、
文
化

も

多
い
。
最
近
も
、
大
型
デ
パ
や
、
暮
ら
し
に
密
着
し
た
商
む
海
提
区
白
石
橋
路
で
も
、
昨
川
一
寸

J

遺
跡
と
し
て
も
保
侮
す
べ
き
と

l
ト
が
立
ち
並
ぶ
東
三
環
皇
后
」
と
主
張
、
建
設
が
ス
ト
ッ
年
道
路
拡
張
工
事
の
た
め
、
樹
川
一
一

寸

一

い
う
。
こ
の
一
帯
は
、

「
皇
く
の
住
宅
区
で
、
新
し
い
シ
ョ
プ
し
た
ま
ま
の
空
き
地
に
は
齢
四
、
五
十
年
の
見
事
な
並
木
川
一

7F
一

城
」
と
通
称
さ
れ
て
い
る
旧
北
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
建
設
に
対
「
私
た
ち
の
商
屈
を
返
せ
。
緑
が
惜
し
げ
も
な
く
パ
ッ
サ
パ
ッ
州
一
一

日川

一

京
市
街
の
中
心
部
に
あ
た
り
、

し
て
住
民
の
反
対
運
動
が
起
ζ

を
返
せ

よ

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
サ
と
切
り
倒
さ
れ
、
唖
然
と
し
川
=
る

一

次

第

に

失

わ

れ

つ

つ

あ

る

古

き

た

も

の

だ

。

本

来

な

ら

、
緑

の

山

一
く

一

よ
さ

時

代

の

面

影

を

残

し

て

い

ア

l
チ
で
美
し
く
彩
ら
れ
る
こ
川
一
一

つ

一

る

。

「

北

京

に

は

パ

リ

の

数

倍

の

季

節

、

細

々

と

し

た

幼

樹

が

川

一

一

ぷ

一

に
あ
た
る
デ
パ
ー
ト

や

商

業

ピ

ポ

Y
ン
ポ
Y
ン
と
さ
み
し
い
姿
川
一
一

汁

一

を
さ
ら
し
て
い
る
。
川
一
一

と

一

ど
ん
な
都
市
建
設
も
、
自
然
川
一
一
者
一

や
文
化
遺
跡
と
の
共
存
、
快
適
盟
諸
誠
一

な
生
活
空
間
の
確
保
と
い
っ
た
川
一
一

L
一

共
通
の
命
題
を
抱
え
て
い
る
。
出
了
J

一

だ
が
、
街
巾
が
建
設
現
場
と
化
出
一

づ

一

し
た
か
の
よ
左
昨
今
の
北
京
川
=
ュ
一

を
見
る
に
つ
け
、
理
想
的
な
現
川
=
ニ

一

代
都
市
の
姿
と
は
ど
う
あ
る
べ
川
一
一

枇
と

き
な
の
か

ο
つ
く
づ
く
考
え
て
川
一
一

明

一

し

ま

う

の

で

あ

る

。

川

「

し

市
民
立
法
を
求
め
た
人
々

は
、
あ
ま
り
の
内
容
の
貧
弱
さ

に
怒
っ
て
い
る
。

圏
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
暴
動

ス
ハ
ル
ト
政
権
に
抗
議
す
る

学
生
や
市
民
の
デ
モ
が
広
が

る
。
経
済
悪
化
に
怒
っ
た
市
民

の
暴
動
、
略
奪
も
。
死
者
は
約

五
百
人
に
も
。

国国
イ
ン
ド
が
地
下
絞
実
験

イ
ン
ド
政
府
は
ヨ
ジ
ャ
ス
タ

ン
州
で
地
下
核
実
験
を
実
施

(
十
一
日
)
、国
際
社
会
が
非
難

す
る
中
、
さ
ら
に
二
発
の
実
験

(
十
三
円
)
。
米
国
、
日
本
、
ド

イ
Y
な
ど
が
経
済
面
の
制
裁
を

決
め
る
。

川
献
酬
明
期
劃
叫
盟
ぎ
掛
川
州
川

北
京
の
東
の
繁
華
街
、
地
安
う
。
住
民
に
対
し
て
移
転
先
を
手
つ
か
ず
で
残
さ
れ
て
い
る
。

門
へ
出
か
け
て
び
っ
く
り
。
通
用
意
す
る
と
同
時
に
現
住
居
の
ガ
ン
と
し
て
立
ち
退
き
を
拒
否

り
に
面
し
た
建
物
や
住
居
が
軒
面
積
と
地
価
に
応
じ
て
現
金
を

し
て
い
る
一
人
、
元
大
学
教
授

並
み
取
り
接
さ
れ
、
風
展
が

一

補
償
す
る
方
式
が
初
め
て
探
用
の
趨
老
人
は
、

「
こ
こ
は
も
と

変
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
長
年
さ
れ
た
た
め
。
劣
悪
な
住
環
境
も
と
平
安
大
道
予
定
地
に
は
入

来
懸
案
と
な
っ
て
い
た
第
二
の
の
w
雑
院
u

か
ら
便
利
な
ア
パ
っ
て
い
な
か
っ
た
。
明
ら
か
に

長
安
街
(
北
京
の
目
抜
き
通

り
)

・
平
安
大
道
の
建
設
が
着

手
さ
れ
た
の
だ
。
一
九
九
九
年

十
月
の
建
国
五
十
周
年
の
域
工

を
め
ざ
し
て
、
現
在
急
ピ
ッ
チ

で
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
建
設
に
伴
い
、
約
三
千

世
帯
、

一二百
余
り
の
機
闘
が
移

転
を
迫
ら
れ
て
い
る
が
、
関
係

部
門
の
発
表
で
は
移
転
工
作
は

き
わ
め
て
順
調
に
進
ん
だ
と
い

石川郁中国=⑮
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建
設
現
場
と
化
し
た
北
京

ー
ト
に
移
れ
る
と
、
喜
ん
で
移

転
に
応
じ
た
人
も
多
く
な
い
。

だ
が
、
な
か
に
は
移
転
に
応

じ
な
い
人
も
い
て
、
山
老
胡
同

(
横
丁
)
の
一
角
に
は
、

二
十

軒
余
り
が
取
り
綴
し
予
定
の

w
折
“
印
を
表
示
し
た
ま
ま
、

n算事11決につい
錆xヂ護士.:.¥

次々と取りこわされる胡同の四
合院。乱立する商業じルに疑問

の声も多い

人がトつ
が猷はて
安しもい
J、いうる
「のい
そはら住
、yな玄民

雪曹F子いは"。ム，錫e 会

る 志私手-血雌 日一-幽醐炉唱 印

緑 4や己たパ
地老ち l

商
業
ピ
ル
を
建
て
る
た
め
の
立

ち
退
き
要
求
で
、
公
共
の
利
益

の
た
め
と
い
う
の
は
市
政
府
と

不
動
産
会
社
の
踊
し
に
も
等
し

い
」
と
憤
慨
す
る
。

も
う
一
つ
理
由
が
あ
り
、
典

型
的
な
四
合
院
(
伝
統
住
宅
様

ル
が
あ
る
。
も
う
十
分
だ
。
こ

の
壮
大
な
浪
費
の
か
げ
で
ど
れ

だ
け
の
四
合
院
が
犠
牲
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
」
。

実
際
、
近
年
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
や
オ
フ
ィ
ス
ピ
ル

の
乱
立
に
は
異
論
を
唱
-
え
る
人

文
字
が
並
ぶ
。

様
々
な
矛
盾
や
問
題
を
は
ら

み
な
が
ら
、
急
ピ
ッ
チ
で
進
む

北
京
の
新
都
市
計
画
。
私
の
住

圃
サ
ッ
カ
ー
く
じ
法
成
立

衆
院
で
可
決
。

J
リ
l
グ
の

十
数
試
合
を
ま
と
め
て
予
算
。

民
主
党
、
新
党
平
和
な
ど
は
党

内
で
費
否
が
分
か
れ
た
。

圏
厚
生
省
は
父
親
に
認
知
さ

れ
る
と
児
童
扶
養
手
当
を
打
ち

切
ら
れ
て
い
た
未
婚
の
母
の
子

に
認
知
後
も
手
当
を
継
続
す
る

こ
と
伊
決
め
た
(
同
日
報
道
)

圏
被
災
者
支
援
法
成
立

十
五
日
衆
院
本
会
議
で
可

決
。
住
宅
金
壌
(
年
収
五
百
万

円
以
下
)
で
百
万
円
程
度
、
付

帯
決
議
で
阪
神
大
震
災
被
災
者

に
行
政
措
置
で
同
等
の
支
援
求

め
る
。

⑧凶シマル
事
っ
す
く
ら

ほ
ん
の
り

a季
の
い
ろ

城
下
町
の
面
影
を
今
も
残
す

う
す
く
ち
の
ふ
る
さ
と
、
播
州
龍
野
。

風
の
詩
を
子
守
歌
に

ゆ
っ
く
り
と
歳
月
に
磨
か
れ
た

うすくち醤油発祥の地:兵庫県龍野市

t:n~〆マル醤油株五友会祖

ヒ
ガ
シ
マ
ル
の
う
す
く
ち
は

や
さ
し
い
自
然
の
お
い
し
さ
|

春
夏
秋
冬
そ
れ
ぞ
れ
の
味
わ
い
を

色
美
し
く
引
き
立
て
ま
す
。



警
察
国
家
ヘ

の
道
許
す
な

自
由
な
市
民
社
会
守
り
抜
こ
う

れ
る
べ
斉
紅
儒
」
と
屈
し
て
講

演
。
「
才
ウ
ム
に
よ
る
坂
本
弁

護
土
位
致
殺
人
事
件
で
、
当
初

郷
察
は
パ
ァ
ジ
と
い
う
生
大
な

証
拠
を
昆
逃
し
、
オ
ウ
ム
宇
禾

格
的
に
取
り
調
べ
よ
う
と
も
し

な
か
っ
た
。
錨
察
の
慌
視
は
オ

ウ
ム
よ
り
そ
れ
ル
尚
、
つ
坂
本
弁

護
土
に
向
け
ら
れ
て
い
た
の
で

は
な
い
か
。
乙
ん
な
失
態
を
し

た
瞥
察
に
パ
担
フ
ラ
イ
ナ
イ
フ

は
渡
せ
な
い
」
と
三
い
、
「
組

織
犯
罪
と
亭
え
ば
、
私
は
今
ま

さ
に
大
蔵
省
を
考
え
る
。
住
専

に
つ
い
て
這
え
ば
、
暴
力
団
を

使
っ
て
荒
稼
ぎ
を
し
た
の
が
銀

行
で
、
そ
れ
に
乗
っ
か
っ
た
の

が
自
民
党
。
暴
か
れ
る
べ
き
組

織
は
ζ
予
り
の
方
だ
。
ベ
ク
ト

ル
が
逆
。
私
た
ち
は
そ
の
こ
と

を
H
見
極
め
よ
う
」
と
語
っ
た
。

労
働
や
市
民

・
六
団
体
が
決

意
表
明
。
宮
山
洋
子
(
日
本
消

践
者
連
盟
)
さ
ん
は
、
「
A
「
あ

ら
め
る
↑
巾
民
組
織
に
大
さ
く
、

し
か
も
細
か
い
H

瞥
察
監
視
"

と
い
う
網
が
か
ロ
り
れ
よ
F

コ
と

し
て
い
る
。
こ
の
網
を
み
ん
な

で
破
ろ
っ
」
と
訴
え
た
。

鼠
後
に
「
思
石
山
し
い
盗
聴
社

会
・
鑑
察
国
家
へ
の
追
を
断

ち
、
自
由
な
市
民
社
会
を
V
り

抜
く
た
め
に
、
手
宇
換
え
、
粘

り
強
く
ほ
宜
皮
対
運
動
を
進
め

よ
う
」
と
集
会
ア
ピ
ー
ル
を
保

択
し
作
、

盗
聴
法
が
で
き
る
と
、
実
際
に

作
業
を
や
ら
さ
れ
る
と
と
に
な

る
通
信
労
働
者
(
N
T
T骨

組
)
は
、
あ
聴
に
使
わ
れ
る
ケ

ブ
ル
や
跨
員
を
示
し
た
。
盗

委
員
長
)
さ
ん
は
「
慌
聴
法
を
聴
被
茜
者
の
共
産
党

・
緒
方
崎

北
川
せ
ば
、
ニ
ュ
ー
ス
ソ
ー
ス
の
夫
議
員
は
、

「
裁
判
で
判
決
が

槌
盛
は
不
可
能
に
な
り
、
前
中
安
出
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
神
奈
川
こ
の

u、
一月
論
人
、
学
者
ら
し
、
永
六
輔
、
加
藤
周
一
、
#
っ
て
も
必
要
不
可
欠
な
も
の
で

β
、
憲
法
は
こ
れ
ら
を
決
し
て
な
情
報
顕
で
あ
る
内
部
告
発
県
鶴
は
路
轄
の
恒
夫
は
な
か
っ
百
十
じ
人
が
共
同
で
「
盗
聴
法
吊
車
下
さ
ん
ら
。
あ
る
。
私
た
ち
は
戦
制

・
戦
中

許
し
て
い
な
い
。
宙
産

・
刑
法
(
タ
レ
コ
ミ
)
も
各
を
約
す
。
た
と
ま
だ
-
コ
そ
を
つ
い
て
い
反
対
声
明
」
を
発
表
し
た
。
「
通
信
の
聡
密
の
保
障
は
、
の
盗
聴
に
伴
つ
幾
多
の
丸
い
経

学
者
か
ら
一苫
わ
什
忍
と
、
総
聴
取
企
で
も
記
者
の
尾
わ
が
行
わ
る
。
原
両
と
し
℃
法
案
廃
案
に
斎
峰
茂
男
(
日
本
ジ
ャ
l
ナ
思
制
・
信
条
の
自
由
、
菖
論

・

験
を
知
っ
て
い
る
。
あ
の
附
黒

法
は
康
法
迎
反
、
こ
の

一
点
に
れ
て
お
り
、
法
が
通
る
と
、
醤
全
hH
を
尽
く
す
」
と
表
明
し
リ
ス
ト
会
議
代
表
委
関
)
、
尼
崎
表
現
の
自
由
に
と
っ
て
欠
く
ζ

時
代
の
一一高漏

・
一
足
化
状
況
、
出

っ

き

る

」

。

在

乙

れ

を

公

然

と

わ

Zう
た

。

秀

倒

(

一

評

論

家

)

さ

ん

ら

十

一一
と
の
で
さ
な
い
も
の
で
あ
り
、
版

・
報
謀
況
を
同
現
さ
什
で

報
道
の
自
由
を
守
る
立
場
か
に
な
る
」
と
訴
え
た
。
佐
高
信
詩
論
家
)
さ
ん
が
、
人
が
呼
び
か
け
た
も
の
。
賛
同
新
聞
・
放
送
・
出
辰
な
ど
の
取
は
な
ら
な
い
」
(
曹
U
)

と
し
て

ら
、
小
川
一
(
毎
日
新
聞
労
組
白
井
述
の
弁
誕

t
の
訴
え
。
「
暴
か
れ
る
べ
き
秘
密
主
守
ら
者
は
、
赤
川
次
郎
、
井
ヒ
ひ
さ
防
の
自
由
、
報
道
の
自
由
に
と
い
る
。

「
組
織
的
犯
罪
対
法
案
」
が
審
歳
入
り
、
「
資
聴
法
」
が
山
場
を
迎
r
季
L

る
。
憲
法
に
違
反
し
、
市
民
の
迎
倍
の
秘
密
や
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
、
さ
ら
に
表
現
や
結
社
の
閏
由
を
も
侵
寓
す
る
盗
聴
法
宇
絶
対
成
吋
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
、
H
木
民
主
法
律
家

協
会
な
ど
法
律
家
五
団
体
は
、
日
月
十
一
口
、
東
京
都
千
代
間
区

・
日
本
教
史
詩
で
、

の
迫
宇
評
さ
な
い
5
・
日
山
民
受
耳
」
を
開
い
た
。

法
律
家
五
団
体
に
よ
る

5
・
U
市
民
集
会

~ .:2 ーー"主主3c 

持
っ
た
。
法
案
の
不
明
確
な
点

を
一
つ
一
つ
突
き
、
そ
れ
に
法

務
省
が
符
え
る
中
で
、
自
民
は

苦
情
叫
に
陥
っ
た
。
神
余
川
県
都

に
よ
る
緒
方
議
自
宅
の
盗
聴
便

配
を
n
あ
っ
た
u
と
認
め
ざ
る

を
得
な
い
な
ど
だ
。
我
々
は
こ

れ
だ
け
人
権
を
侵
唱
一
目
す
る
底
実

は
、
修
正
案
を
出
し
て
も
出
し

て
も
ダ
メ
。
股
初
か
ら
組
ぷ
立

て
回
せ
と
主
張
し
て
い
る
」
と

話
し
た
。
各
分
野
か
ら
の
発
コ
日
。
小
田

中
聴
問
(
東
北
大
教
授
)
さ
ん

は
、

「盗
屈
の
特
徴
は
、
無
差

別
性
と
秘
密
性
に
あ
る
。
他

廃案か
各団体国会周辺で抗議

「盗聴法は甫民社会をおおう I黒い網"Jと訴える
富山洋 子 (日本消費者連盟〉さ九

修正なるか、

猿
橋
賞
に
西
川
恵
子
さ
ん

え
る
と
、
気
体
介
v

も
液
体
と

も
つ
か
な
い
状
態
に
な
る
。

こ
の
「
超
臨
界
流
休
」
と
呼

ば
れ
る
殺
体
の
構
造
を
明
ら

か
に
し
た
。

出
血
臨
界
流
体
は
不
均
て

短
雑
型
を
じ
て
い
る
。
西
川

さ
ん
は
「
笛
反

P
り
ぎ
」
に

注
目
、
峨
々
な
物
質

・
流
作

の
超
臨
界
流
体
の

「密
度
ゆ

(第3橿郵便物寵可)

ん
λ

性
科
学
者
を
表
彰
す
る

第
十
八
回

「女
性
科
学
者
に

明
る
い
未
来
を
の
会
・
援
総

白
」
に
、
千
葉
λ
ヤ
大
学
院

自
然
科
帝
研
究
科
教
両
日
・
同

川
思
千
さ
ん
が
決
ま
っ
た
。

授
置
は

「超
臨
界
流
体
の

研

Z
に
対
し
て
。
ど
ん
な

物
質
も
源
度
、
げ
庄
力
を
上

げ
、
限
界
(
臨
界
点
)
を
越

第 11 96号第 1196望号(第3種郵便物認可)~ 一工Z一一"主主主主

5 

月

大
鞍
侵
)
マ
出
日
凶
叩
時
E
3
同
時

市
民
ク
ル
i
プ
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
イ

Y
ス
タ
ン
ト
戸
ニ
ア
憧
験
、
フ
リ
!

?
l
ケ
y
ト
問
合
せ
「
か
な
が
わ

女
性
セ
ン
タ
ー
(
江
の
島
)
圃
0
4

6
6
・
m
E2
i
l
l

-
T
o
k
y
o地
酷
市
民
フ
ェ
ス

タ咽お
H
ω
日
時
、
包
同
川
叩
帥
羽
分

江
戸
車
曹
樽
物
館
(J
R
・
両
国

駅
茜
口
3
分
)
包
同
日
時
守
、
J

ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
地
域
か
ら
作
る
国
際
協

h
l
外
国
人
研
植
生
受
け
入
れ
の
視

点
か
ら
」岡
田
晶
夫
(
地
万
白
泊
研
究

軍
)
、
荊
地
申
告
(
制
国
際
研
倍
附
力

憎
柵
再
弼
理
事
)
、
酒
井
和
チ
(
東
京

ユ
ニ
オ
ン
副
番
目
長
)
、
寺
岡
晃
(
協

同
組
合
フ
ァ
、
ノ
ョ
ン
企
画
事
務
局

員
)
、
吉
野
明
世
(
東
和
装
備
岡
純
絹

部
長
)
、
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
、
N
G
O
同

で
も
相
談
な
ど
目
白
川
ゆ
時
車

京
国
際
フ
ォ
l
-
フ
ム
(
有
掛
町
駅
1

分
)
、
ど
/
ポ
H
A
M
-
の
ま
ち
別
世
記

の
班
京
へ
」
、
パ
ネ
些
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
H
引
世
紀
の
東
京
へ
」
迫
田
山
7

(
N
H
K
解
説
昏
倒
)
、
井
上
ア
メ
リ

ア
(
東
京
外
国
人
都
民
虫
揖
瞳
畏
)
、

席
問
路
夫
(
J
V
C
代
高
)
、
辛
掴
王

、
J
-
.
ア
ン
テ
ナ
ネ
ッ
ト
フ
ァ
ス
ト

目
一

フ
方
ラ
ム
古
島
町
2
1
1

EE一

年
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
ディ

dw
一

辺
白
園
川
時
ア
サ
ヒ
ス
ク
エ
-
J

G
一
A
(地
・
豊
駅
2
3
1削

I
B
-
-官
と
開
の
2
0
0l
牢
ブ
ァ
l
ス
ド

E」一

レ
デ
ィ
調
査
レ
ポ
ー
ト
の
尭
岩
マ
日

O
一
時
日
分
「
進
化
す
委
員
の
聞

2
一
時
」
蝿
田
妙
子
守
し
C
代
表
)
、
H

司ヨ一

一
野
佳
息
子
〈
ハ
l
ス
ト
i
u
l
代

汁川一

表
)
他
マ
同
時
日
分
交
町
畠
1

1
1
一
0
0
0
円
問
告
せ
ア
ン
テ
ナ
ネ

有占「一

γ
ト
嗣
輯
戸4
幽
ω
・
5
2
2
6
3

8
一

3
0
4

9
一
・
軍
持
、
略

環
壇
を
酷
し
合
一
つ

9
一

辺
口
出
詩
型
千
代
目
立

一
神
保
町
民
間
会
館
(
固
閃
・3
2
5

1
7・
0
7
4
1
)
反
原
発
・
いろ

一
り
ば
「
点
目
識
世
料
代
前
円
週

一
拍
た
ん
ぽ
ぽ
舎

一

-
か
な
が
わ
古
住
セ
ン
タ
ー
春

一
白
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
羽

-

n
H
ω
叩
時
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

一
「ぷ
l
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
警
態
調
色
」

幻
一

か
な
か
わ
女
性
蚕
鎖
、

川
時
「ζ
の

(
-
く
に
の
今
、
こ
れ
か
ち
海
軍
庸
(
鹿

ゑ
d

」
を

X
線
で
測
定
、
無

秩
序
と
思
わ
れ
て
い
た
複
雑

型
あ
中
に
、
一
種
の
秩
序
を

発
見
し
た
。
気
体
と
報
体
の

件
託
を
合
わ
せ
持
つ
起
臨
界

流
依
は
、
応
用
面
で
の
活
用

が
期
待
さ
れ
、
最
近
で
は
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
や
P
C
B
な

ど
分
解
が
雛
し
い
有
志
物
質

を
分
解
す
る
の
に
有
効
だ
と

みんなのへージです 奮いたいことや、姐らせたい

ことが晶ったら、ど九どん投楠して下さいー

|電話03(3343)1846
FAX 03(3348)1890 

編集部

(
人
府
育
成
控
間
研
究
所
所
民
)
、
中

間
在
昭
(
車
南
国
際
交
配
財
団
唱
時

理
咽
)
、
羽
仁
力
ン
タ
(
P
O
W
E
R

代
点
)
ほ
か
イ
ベ
ン
ト
多
世
主

催

T
o
k
y
o地
球
市
民
フ
ェ
ス

タ
同
町
興
行
番
問
合
せ
「
同
事
朝
局

四
ω
・3
2
9
4
・
5
3
7
0

.
イ
ノ
タ
永
y
ト
と
費
現
の
自

由
3
い
ま
‘
伺
が
起
っ
て
い
る
の
か

訪
日
凶
同
時
日
分
車
内J
工
事
会

館
刷
号
室
(
JR・
新
幅
駅
掴
座
円

2
分
)
報
告
高
帽
和
之
(
県
大

法
軍
部
教
授
)
、
パ
ネ
ル
ヂ
イ
ス
カ
グ

シ
ョ
ン

1
0
0
0
円
主
世
間

白
人
梱
師
会
曲
ω
・3
4
3
7
・
5

4
6
6
 

・
日
本
ジ
ェ
ン
ダ
1
字
会
第
3
回

研
買
会nH
川
川
時
神
戸
大
学
国
際
協

力
研
究
科
掛
4
F
推
モ
も
草
加
で

き
る
朝
両
哲
川
孝
一
ニ
(
神
戸

大
)
、
巾
山
文
〔
神
戸
噌
院
λ
)
1

0
0
0
円
間
角
せ
7

神
戸
六
間
際

協
力
研
究
科
古
川
孝
主
研
究
事
由
&

四
百
7
8
・
8
0
3
・
1
2
7
8

・
中
国
人
強
制
週
行
・
辛
万
車
さ

九
回
証
書
を
聞
く会

日ω
口
凶
同
峠
加
分
岨
品
目
民
ヒ

い
う
こ
と
も
分
か
っ
た
。

同
温

・
尚
庄
で
あ
る
超
臨

界
流
体
の
取
り
扱
い
は
難
し

い
が
、
実
験
装
間
#
手
作
り

し
、
応
刑
へ
の
果
礎
と
な

る
、
組
磁
界
流
体
の
構
造
や

性
質
m
yデ
去
を
出
し
た
。

一
九
同
八
草
、
静
岡
県
一
白

山
岡
市
生
ま
れ
。
東
大
建
中
部

化
噌
科
本
業
。
学
問
院
大
助

手
、
梢
出
国
立
大
助
教
慢
を

経
て
三
年
前
説
職
に
。

子
戸
巴
の
頃
か
ら
、
好
奇

心
旺
盛
な
少
女
だ
勺
た
。
「
山

へ
入
っ
て
化
石
を
探
し
た
り

i

」
。
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
父
親
が

口
っ
て
く
れ
る
科
学
雑
誌
を

眺
め
、
「
物
が
変
化
す
る
」ζ

と
に
胸
信
長
島
か
せ
晶
、

「
化
学
を
本
格
的
に
や
ろ

う
」
と
決
め
た
の
は
、
大
学
に

入
っ
て
か
ら
。
自
然
桝
宇
構

成
す
る
物
質
の
仕
組
み
が
知

り
た
い
と
、
構
造
解
明
を
研

ジ
エ
論
文
、

ン
タ
1
7
階
ホ
1
ル
耳
目
、
ビ
デ

オ
、
品
川
護
団
あ
い
さ
つ
1
0
0
0

円
問
合
せ
r
同
現
行
番
困
晶
画
ω

.
3
9
4
2
・3

9

1

-
今
、
手
を
む
す
び
、
武
力
な
き

平
和
白
時
代
を
切
り
開
こう
F

剖
白
川
同
時
S

邸
間
部
骨
政
会

館
(
JR
太
川
町
駅
ゆ
分
)
午
前

全
体
担
金
、
特
別
報
告
沖
縄
市

同
地
埠
暗
共
闘
金
調
、
強
制
唾
行
融

判
全
国
ネ
ッ
ト
、
日
鉄
政
判
民
告

午
桂
分
科
畠
草
加
協
力
帯
1
0

0
0
円
全
世
ア
ジ
ア
・
沖
縄
と

む
す
ぷ
阻
年
平
和
の
つ
ど
い
宅
行
香

田
ω
・3
2
6
7
・9
9
9
5

-
タ
イ
買
曹
岡
本
盟
判
・
簡
明

円
町
川
川
崎
車
宵用
地
離
間
骨
法

廷
(
地
・
置
ケ
開
駅
)
間
内
せ

買
#
塑
励
ま
罫
さ
な
い
A@
0
4

2
7
・
羽
・
6
1
6
9
(
上
回
)

-
7
31
罰
陣
細
菌
輯
檀
曹
者
国

軍
賠
償
開
京
航
船
軍
2
回
公
判

お
円
州
日
時
車
京
地
威
川
号
法

迂
(
同
時
か
ら
槽
蔓
草
竹
)
V
同

時
弁
瞳
士
会
館
山
F
裁
判
咽
告

と
中
国
人
原
白
白
柾
↓
一
同
掛
金
埠
陪

日
本
軍
に
よ
る
細
閏
粧
の
歴
史
事

実
を
明
ら
か
に
す
る
会
事
期
忌

T
「
と
め
ろ
'
盗
聴
法

拙
宵
察
国
家
へ

「
盗
聴
法
」
反
対
吉
弘
州
議
都

山
場
迎
え
る
労
基
法
改
正
案

労
働
基
準
法
改
正
案
の
審
議

が
、
大
詰
め
を
通
え
て
い
る
。

国
会
開
必
で
、
巡
回
の
座
り
込

み
、
労
働
省
前
で
の
抗
議
行
動

と
、
反
対
運
動
も
ピ
l
ク
に
述

し
て
い
る
。
同
法
改
正
案
は
、

裁
母
労
働
制
の
ホ
ワ
イ
ト
ウ
フ

ー
へ
の
拡
入
、
女
子
の
深
伎
楽

の
解
禁
、
有
期
商
用
の
一
二
年
日
闘

い
止
め
、
変
形
労
働
時
間
制
の

拡
大
な
ど
の
内
容
を
を
合
む
も

の
。
特
に
男
女
機
会
均
等
法
改

正
審
議
で
、
女
子
保
論
規
定
が

撤
焼
さ
一
れ
、
女
性
の
探
夜
業
が

解
禁
に
な
っ
た
こ
と
に
伴
な

い
、
家
庭
的
霞
任
宇
持
つ
男
女

労
働
者
の
時
間
外
、
休
日
、
深

夜
勤
の
上
限
宇
設
け
壱
ち
働

き
か
け
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
裁
量
労
働
制
の
仲
広
大

が
、
字
以
司
宅
情
し
の
長
時
間
労

働
を
合
法
化
す
る
も
の
と
し

て
、
さ
一
ヰ
$
c
ま
な
団
体
が
問
題

点
を
指
摘
、
抗
議
し
て
い
る
。

十
四
日
、
「
労

働
法
制
改
感
阻

止
・
職
場
闘
争

勝
利
f
労
働
者

連
絡
会
」
(
労
働

)
法
連
絡
会
)

胡

は
、
東
京
・
渋

会柏違法働労

!?55「超臨界流体の研究J出;
伴語 手作り装置で構造解明 自桂子

究
職
。
一
人
娘
の
智
F
さ
ん

は
、
大
学
生
で
や
は
り
化
学

を
専
攻
し
て
い
る
。
「
研
究
の

仕
事
は
、
コ

Y
コ
ツ
続
け
て

い
な
い
と
。
休
ん
だ
の
は
山

曜
の
三
か
月
間
だ
け
」
。
実
験

で
夢
¥
な
る
附
な
ど
、
母
淵

の
美
恵
子
さ
ん
が
、
子
育
て

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
。

「
初
め
剛
峯
主
制
に
な
る

き
一
っ
て
い
た
線
は
、
大
学

で
同
じ
遣
を
E
F
さ
出
し
什
』
。

私
の
コ
ヒ
ー
を
見
て
い
る
よ

う
で
一
惜
し
く
も
あ
り
」
。
娘

と
母
親
が
受
岱
を
特
に
再
ん

で
く
れ
た
。

今
、
研
究
室
に
は
学
生
が

十
三
人
。
「
男
の
伊
佐
が
少

し
元
気
な
い
か
な
と
。
女
性

は
珂
包
だ
け
れ
ど
、
だ
ん
だ

ん
無
く
し
て
い
く
。
就
脈
鍛

な
ど
先
が
大
変
だ
か
ら
」
。

「
す
ぐ
結
論
宇
得
ょ
っ
と
す

る
の
で
は
な
く
、
も
勺
と
制
山

県
い
こ
と
を
や
る
と
面
白
い

結
果
が
出
る
の
で
は
。
科
学

の
探
届
心
理
が
合
ま
れ
て
い

る
か
も
」
と
、
員
う
。

ン
ダ
!
に
関
す
る

エ
ツ
セ
イ
募
集

四
日
5
4・

2
6
3
・0
9
8
9

-
据
置
法
百
悪
阻
止
，
品目
勘
基準

法
置
悪
法
曹
を
腐
葉
へ
5
・
お
車

車
揖
AE
お
白
川
町
時
却
分
世
白
区
立
闘

γ
4
会
館
2
F
「
時
過
法
改
屈
の
問

題
点
、
闘
い
の
ホ
イ
ン
ト
」
中
野
時

一
史
(
井
誰
上
)
リ
レ
ー
ト
l
ク
ほ

か
問
合
せ
明
慣
狸
口
頭
車
ユ
ニ

オ
ン
園
田
・
3
7
7
0
・
3
4
7
1

・
3
車
兜
神
話
を
曙
-
え
る

分
公
判
報
告
集
合
日
本
キ
リ
ス

ト
教
畠
館
(
地
・
早
稲
田
日
航
6
分
)

迷
路
米
軍
へ
の
「
思
い
や
円
手

直
」
を
逗
せ
，
訴
訟
唱
朝
】
組
岨
&
四

ω
・
5
2
7
5
・
5
9
8
9

・
少
年
垣
間
報
通
と
メ
デ
ィ
ア

お
H
同
月
時
中
野
商
工
会
館

(
中
野
駅
北
門
叩
分
)
山
口
百
紀

(
読
売
新
聞
記
者
)
剛
円
連
結

民
賓
の
メ
デ
ィ
ア
連
絶
品
回
ω
・

3
5
3
0
・
8
S
8
8

お
円
凶
9
時
加
分
エ
ポ
y
ク
叩

(
由
民
駅
西
口
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
プ

ラ
ザ
川
F
)
田
木
恵
i
T
(
白
百
合

女
千
六
敦
担
)
申
込
孟
エ
ポ
ッ

ク川
曲
ω
・
5
9
5
4
・
1
0
1
5

・
「
思
い
や
り
予
匝
」

温・恩
師魁

公
判
胃
哩

初
日
同
は
時
東
京
地
融
市
培
法

廷
麗
見
酔
述
「
山
町
聾
閣
下
(
申
ど

う
宝
↓
4
7
ト
ワ
ク
〉
、
武
藤
一
乍

(
ピ
l
プ
ル
ズ
プ
ラ
ン
)
マ
同
時
初

-
永
田
町
を
開
古
共
同
暫
画
の
唱

に
す
る
た
め
に

計
日
同
同
時
東
京
ウ
ィ
メ
ン
ズ

プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
(
地
・
賓
章
一
週
駅
7

分
)
十
八
一
脇
雅
子
、
小
宮
山
洋
チ
、
福

島
瑞
植
、
円
よ
り
了
、
山
崎
晴
生

害
加
担
l
o
o
o
門
ヰ
階
北
京

J
A
P抽出
uaB
ω
・
3
4
0
7
・
7

Q
d
つ
ιつ臼
-
「
粗
野
な
フ
ェ
ミ
ヱ
ズ
ム
」
の

行
方
「
慰
安
捕
」
問
聞
と
ナ
シ
ヨ

谷
の
渋
持
勤
労
栴
社
会
館
で
、

学
習
討
論
鍛
会
を
聞
き
、
規
制

緩
和
の
最
先
端
を
を
と
-
語

れ
る
航
刊
で
業
界
の
実
簡
を
聞

き
、
労
働
法
改
艦
阻
止
の
街
頭

デ
モ
を
行
っ
た
。

航
時
労
組
述
絡
会
副
議
長
の

内
田
砂
r
T
さ
ん
が
、
現
状
を
報

告
。
契
約
ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス
の

導
入
で
、

一一
-
年
後
の
正
社
員
化

を
則
い
で
勝
ち
取
り
、
今
年
正

社
員
の
一
期
午
が
誕
生
。
が
、

ア
ル
バ
イ
ト
の
導
入
は
、
正
社

員
の
労
働
条
件
を
引
さ
下
げ
る

結
果
と
な
っ
F
」
。

A
，
で
は
正
社
員
の
国
内
線
東ベ

生
活
を
科
学
し
て
別
年

記
念
イ
ベ
ン
ト
多
彩
に
展
開

凶

u本
家
政
乍
会
(
大
野
静

枝
会
長
)
で
は
、
創
立
五
卜
周

年
を
記
念
し
、
二
卜
九
日
か
ら

三
十
日
、
記
念
行
事
法
び
研

究
発
表
会
を
H
末
広
子
大
学

(
西
生
出
成
瀬
講
堂

・
目
白
校

合
)
開
催
す
る
。

同
宣
言
、
家
庭
生
活

・
人

間
生
面
を
総
合
的
な
視
点
か
ら

科
学
し
、
学
術
研
究
し
て
い
る

午
活
と
人
間
と
環
境
を
飯
田フ
学

会
。
会
ω
数
約
凶
平
「
γ

九
百
人
(
男

ム百一ι子一
瓦
政
一

一白熱一

工
本
一
三日一

ー

取
り
上
げ
た
作
品
の
中
か
ら

優
秀
作
品
を
さ
え
ら
ぴ
、
ム
ー

ブ
ひ
ま
わ
り
鎚
(
各
部
門
l

編
)
が
贈
ら
れ
る
。

応
募
は
9
月
初
日
ま
で
。

樋
円
恩
チ
(
車
駅
家
政
大
教

侵
H
委
員
長
)
、織
田
同
紀
三
T

(
ア
ジ
ア
女
性
交
流

・
研
究

フ
ォ
ー
ラ
ム
主
任
制
究
員
)
、

占
的
邦
チ
(
福
岡
皮
下
大
教

綬
)
さ
ん
ら
6
人
の
審
杏
萎

民
の
審
査
を
経
て
来
年
3
月

発
表
さ
れ
る
。

山
い
角
わ
せ
北
九
州
市

立
女
性
セ
ン
タ
ー

「ム

l

ブ
」
論
文
募
集
係
。

干
制
1

0

8
1
4
北
九
州
市
小
倉
北

区
大
τド町
け

4

四
&
図

ハU
O叫
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-
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-
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2 ナ

リ

ズ

ム

9

4

0

・
6
5
9
3

お
円
州
問
時
初
分
シ
ニ
ア
ワ
l

・
民
意
を
曹
現
す
る
全
国
大
空
琉

ク
東
京
セ
ミ
ナ
ー
室
(
鹿
田
幅
駅
7
い
の
ち

・
く
ら
し
か
ら
「
嗣
益
」
を

分
)
前
田
朗
(
裏
目
造
形
大
助
教
問
う

慣
)
、
雨
雲
扇
夫
(
法
政
↑
人
蹄
勘
)
酋
羽
田
凶
日
時
立
教
大
学
7
号
館

料
代
蜘
円
主
眼
と
ほ
ほ
倶
損
部
(
地
袋
駅
西
口
)
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

国
0
4
2
6
・
制
・
3
1
4
0
1
石
川
真
湿
(
元
朝
H
薪
聞
記

-
「
周
辺
事
唖
法
」
「
真
陣
あ
り
者
)
報
告
川
田
田
平
(
人
捕
ア
ク

明
日
日
同
凶
叫
加
分
広
東
シ
ピ
y

テ
ィ
ピ
ス
ト
の
会
)
、
宮
崎
康
博
(
仲

ク
セ
ン
タ
ー
(
地
・
憧
聾
園
駅
)
天

蝿
・
ヘ
リ
章
庖
反
対
協
)
他
資
料

野
恵
一
(
開
兵
チ
ェ
ッ
ク
嗣
岨
望
書
)
代
捌
同
士
直
ι

日
本
ジ
ャ
l
ナ
リ

加
円
主
催

ー同
連

・憲
法
問
題
研
ス
ト
会
揖
幽
ω
・
3
2
9
1
・6
4

究高
値
ω
・
3
2
6
4
・
4
1
9
5
7
5

-
連
四
隅
直
「
お
と
と
の
寺
子

・
揖
加
回
ニ
コ
ニ
コ
離
婚
情
匝

置
「
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
卜
初
日
ω
同
時
繭
同
属
セ
ン
ト
う

か
ら
見
え
た
開
た
ち
の
世
r
密
室
が
ル
ブ
タ
ザ
"品幽

(
軍
国
蝿
駅
す
ぐ
)

置

か

れ

る

」

「

ド

メ

ス

テ

ィ

ッ

ク

・

パ

イ

オ

レ

m
H
品
川
時
泊
分
日
本
教
育
虫
ン
ス
」
班
晒
民
江
(
東
邦
学
園
短
火

館
(
地
・
神
両
町
駅
3
分
)
金
チ
靴
回
目
)
、
「
瞳
睡
の
酷
捕
と
手
続
き
」

雅
宮
(
車
京
都
労
働
時
構
局
)
側
内
金
住
典
V
T
(
井
璃
壬
)
申
込
み
電

主
催

・問
《
せ
男
の
チ
育
て
を
括
芋
制
圃
ω
・
5
5
1
2
・
2
7
3

雪
え
る
鼻
血
ω
・
5
3
9
5
5
8
8
現
代
軍
脹
岡
田
助
究
所

o
o
-

-
閤
潤
と
肘
園
田
会
「
マ
ル
ク
ス

-
T
小
豊
世
生
白
体
験
再
曹
と
空
調
の
相
対
比
と
社
会
主
睡
」

会

(

つ

づ

き

)

却

日

叫

同

時

文

京

区

民

セ

ン

タ

却
H
U
U
時
間
晶
区
民
セ
ン
タ
ー
(
地

・春
日
駅
す
ぐ
)
武
田
府
開

(
世
睦
駅
型
口
5
分
)
ド
催
(
愛
知
え
教
授
)
ほ
か

1
0
0
0

ζ

み
ゅ
ん
と
ク
ラ
ブ
回
&
悶
ω
・
3
門
主
個
持
崖
覚
白
百
日
開
牢
射 50周年の苦みを悟る大野会畏

完
宜
け
た
「
寂
審
(
什
主
り

ょ
う
〉
郊
野
」
(
吉
田
木
間

彦
)
。
脚
本
は
臨
時
山
監
督
の
新

藤
兼
人
さ
ん
で
、
昨
年
の
秋

「日
映
協
フ
ィ
ル
ム

・
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
別
」
で
段
優
秀

新
人
監
督
賞
霊
堂
け
宍

松
井
久
子
監
督

デ
ビ
ュ
ー
作
品

「
ユ
キ
‘
工
」

第
叩山
田
津
田
ホ
ー
ル

ト
ー
ク
&
シ
ネ
マ

ユ
キ
エ
は
朝
鮮
戦
争
時
に

米
軍
パ
イ
ロ
ッ
ト
だ
っ
Fヴ

チ
ャ
1
ド
と
結
婚
し
米
国

へ
。
人
種
産
別
が
根
強
く
残

る
南
部
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
で
耐

え
な
が
ら
四
十
年
を
生
き

る
。
息
子
た
ち
が
県
立
っ
て

論
会
理
行
番
週
輯
ι

一闇
ω
・3
2

2
1
・

4
i

-情
潤
A
E
「
女
た
ち
の
自
己
法
理
」

却
日
凶
同
時
加
分
札
幌
市
巾
民

会
館
(
札
輯
市
中
央
区
式
通
西
)
伍

植
あ
づ
失
北
海
道
雇
時
大
教
員
)

1
0
0
0
円
間
企
号
女
の
ス
ペ

ー
ス
お
ん
帥
寸
1
1
・6
2
2
・

6
4
0
4
 

-
そ
れ
で
も
晶
な
た
は
食
べ
ま
す

か
円
「
遭
缶
子
組
み
揖
え
食
品
」
を

唱
え
る引川
日
峠
卯
弥
陀
野
市
小
中
町

小
中
揖
落
位
ン
タ
l
講
帥
安
田

町
子
(
日
本
尚
曲
者
連
盟
事
時
国

自
)
1
0
0
0
円
(
大
人
)
主
催

問
中
正
過
大
明
白
&
四
0
2
8
3

・
n
2
8
9
6
(
眉
原
)

-
「
曹
造
、
私
自
咽
告
は
」

引
白
川
口
時
加
分
ド
l
ン
セ
ン

タ
ー
(
閉
阪
実
肩
幅
駅
5
分
)
話

井
上
情
代
主
催
引
刊
記
の
結
韓

長
送
吾
考
え
量
子
問
向
耶
結
局

四
0
7
2
6
・
釘
・2
6
7
4

.
結
び
晶
い
・
宣
え
晶
う
社
会
へ

剖
白
川
口
時
却
分
共
偶
ホ
i
ル

(
札
腕
・
四四
日
1
1
2
3
2
・6

6
1
2
)
「
い
の
ら
の
暗
壁
性
」

横
浜
市
に
女
性

区
長
二
人
誕
生

TOSHIBA 

わが家にDVDプレーヤーが来た!
(しかも最新モデル)

DVD初機!お手持ちのテレビにつなぐだけで迫力の3Dサウンド!
ご寧・のテレビにつ牢ぐだけで.30の立体育.が療しめるfスベシャライザー」を DVDに初婚..畠たかも..に6つのスピー

カーが畠るかのよう章、・ー..あふれるサウンドです.<つ曹り陣立つボーカル膏申.自怨で広がりの6る膏健在ご体・下さい.
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第
凶
回
津
田
ホ
l
ル
ト
l

川

ク
&
シ
ネ
マ
は
「
ユ
キ
エ
」

川

と
そ
の
監
督
の
松
井
久
子
さ

川

ん
の
お
話
。

川

映
画
「
ユ
キ
エ
」
は
、
戦

川

争
花
緩
と
し
て
米
国
に
渡
つ

リ

・

提
案
し
て
く
戸
主
」
い
と
、
性
高
校
生
が
応
弊
で
き
る
。
テ

川

た
ユ
キ
エ
(
倍
賞
芙
岡
山
子
)

川
女
性
セ

ン
歩
l
「
ム
l

'

別
、
国
籍
、
年
齢
を
間
わ
!
?
ま
「
私
の
将
来
と
仕

川

は
、
夫
の
リ
チ
ャ
l
ド
(
ボ

…
ブ
」

、
9
月
末
ま
て

ず

、
誰
で
も
と
応
募
を
全
国
事
」
。
h
f字
程
度
。
ま
し

川

1
・
ス
ベ
ン
ソ
ン
)
と
富

山

北
九
州
市
立
女
性
セ
ン
タ
に
呼
び
か
け
て
い
る
。
さ
男
ら
し
さ
に
と
ら
わ
れ
な

山

や
か
な
老
後
が
ょ
っ
ゃ
く
訪

川

l
「
ム
l
プ
」
は
、
ジ

ェ

ン

云

文

」

と

長

践

事

い

H

自
分
ら
し
い
4

将
来
、

…

れ
る
と
い
柔
先
、
ァ
ル

y

川

ダ
I
に
閲
す
る
論
文

・
震

例

」

は

、
と
も

G
ア
1
7
「
仕
働
完
を
考
え
て
ほ
し
い
と

川

ハ
イ
マ
l
喜
倍
さ
れ
る
。

川

事
例

・
エ
ッ
セ
イ
を
募
集
し
語
、
女
、
叫
に
(
サ
プ
」
ア
l
マ
い
っ
て
い
る
。
ム
l
ブ
大
白

川

病
に
お
か
さ
れ
た
彼
女
と
軍

川

て

い

る

。

は

a
固
に
つ
け
る
〕
、
l
万
字
(
1
8
堅
守
万
円
、

川

著
書
、
老
い
に
向
、
暴

川

女
性
、
置
と
い
う
性
別
か
ら
2
万
字
。
両
部
門
と
も
優
秀
賞
(
1
8

図

書

l

川

な
ど
が
罰
的
に
細
か
れ
た

山

に
と
ら
わ
れ
ず
、
い
き
い
き
ム
l
ブ
大
賞
(
i
編
)
却
方
万
円
、
佳
作
(
打

T
)
図
3

川

作
品
。

川

霊
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
円
、
優
秀
賞
(
l
編
)
5
方
券
5
千
円
。

川

監
督
は
ベ
テ
ヨ
ン
の
テ
レ

川

の
実
現
を
目
指
し
た
内
容
の
問
、
佳
作
(
若
干
)
2
方
菜
、
3
部
門
主
、
北

川

ピ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
松
井

川

も

の

。

兵

の

男

広

平

等

実

現

円

。

九

州

在

住

者

の

作

品

、
ま
た

川

さ
ん
で
、
彼
女
の
映
画
監
督

川

の
た
め
の
あ
な
た
の
考
え
を
「
エ

y
セ
イ
」
は
、
中
、
は
北
九
州
に
係
わ
る
問
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を

川

デ
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ュ
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の
作
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も
あ
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1
療
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C
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じ
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キ

川

令
国
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間
シ
ェ
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タ
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し
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。
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u
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囚
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H

が

凝

縮

日

雑

誌

官

支

i
関

下
記
に
よ
る
絵
画
展
」
も
五
五
に
な
る
と
信
じ

川

み

シ

ェ
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タ
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ワ

に
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サ

パ

イ

パ
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傍

さ
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「
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国
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組

問

題

の

図

丸

木

r
ι
J
I
B
-
開

苦

手

。

ま

す

。

川

l
キ
ン
グ
」
で
は
、
6
月
初
は
も
と
よ
り
、
シ
ル
タ
l
の
機
能
研
究
所
主
任
研
究
員
、
円
。
交
流
会
H
時
、
札
幌

川

E
民
-
一

E

「

ピ
ル
マ
は
ア
ヴ
ン
サ
ン
ス
こ
の
童
福
納
さ
ん
が

川

白
川
、
計
百
州
、
シ
ン
ポ
ジ
ス
主
ツ
フ
、
こ
の
問
題
に
か
A
k
g
ェ
ル
タ
)
、
基
調
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
芯
ア
ル
多

川

死

刑

判

決

を

う

け

た

人

速

す

。

私

た

ち

は

辰

一不
を
し
て
く

J
テ

一

刻

伝

説

山

口

同

日

切

な

詩

川

口

己

持

活

必

ぶ

応

終

お

お

S
W
加
M
l釘
ワ

l

ク

…

山

間

町

詳

し

い

M
U

は

]

ま

っ

て

い

る

品

目

目

立

以

刊

誌

ず

リ

サ

時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
羽
気
草
ム
ン
ア
ウ
ン
さ
ん

一

北
海
道
札
幌
市

1セ
ン

ぬ

》

ぷ

ぶ

途

、

ぷ

ミ

対

シ

ョ

ッ

プ

(

盟

当

事

者

・

川

始
ま
り
、

人

2
5
休
養

V
5

Y

2

口

1

首

東

京

度

の

部

聖

書

量

一

軍

W
ヤ

ベ

盟

諸

問

三

時

計

w
J
E
Zす女
-

/
蕊

ぷ

S戦
澗

瀧

唱

¥

日

当

時

間

…

仕

切

吋

日

明

日

開

明

日

控

訴

叫

リ

れ

は

肝

心

一日

uu

-Eノ

'r
、
切

の
徹
底
弾
圧
を
し
て
い
ま
す
。

川

性

た

ち

の

活

動

は

、

日

本

の

物

依

ぎ

「

シ

ェ

ル

タ

l

m

の

川

も
展
覧
会
が
聞
か
れ
ま
す
。

V
5
月
mm
自
ら
引
日
高
知
す
。

、

こ

ヲ

ヨ

す
。
彼
ら
は
タ
イ
国
境
の
難
「
ピ
ル
マ
震
の
f
ど
も

川

社
会
の
巾
で
、
美
に
そ
の

性

暴

力

根

絶

の

た

め

属

議

」「
メ
デ
ィ
ア
と
の

川

日

々

、

死

と

詳

し

な

が

市

市

民

関

量

ャ

ラ

リ

l

聞

い

角

的

せ

干

T

O

H「
E
h
問

お

れ

い

刊

行

は

は

市

民

間

諮

問

日

目

白

百

た

く

さ

ん

の

参

加

を

訪

日

「

問

自

民

一

日

駐

日

間

関

口

組

V
H請
け
7

h

制作
軒

ォ

ラ

ム

」

は

、

ピ

ル

マ

の

も

の

ぼ

る

と

い

わ

れ

ま

す

。

(

月

)

ま

で

東

京

Y

W

C

A

川

り

、

一

足

。

と

に

踏

み

固

め

つ

い

て

検

討

。

参

加

的

3

川

1

0

0

数

点

、

ま

だ

ま

だ

多

リ

1

0

8

7

・
8
9
3
・
0
3
3

襲
支
援
の
た
め
、
5
月
初
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
軍
ロ
ビ
l
展
一
重
(
お
茶
の
水

川

て
モ
の
講
堂
広
げ
て
き
た
か
わ
る
あ
ら
ゆ
る
機
関
の
報
告
2
「
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト

・

千
円
。

川

く
の
出
会
い
薬
め
て
い
ま

V
6

月

日

1

引

日

浜

松

6

日
〔
土
)
5
時
半
か
ら
、
日
キ
ャ
ン
プ
に
逃
れ
て
い
る
難
駅
3
分
)
。
鮮
民
キ
ム
ー
ン
プ
で

川

の
は
、
作
抽
刈
の
被
古
か
ら
方
々
に
参
加
し
て
い
「
だ
き
セ
ラ
ピ
l
の
規
場
か
ら
」
平
申
し
込
み
・
詳
細
北
海

閣
E
E
-
-
一
一=
三
;
:
E
F--
--E
E
-
-
-=
=
一-
E
E
-
-
=
=
=
一
一
一=
=
一一一
=
=
-
E
E
-
-=
=
=
-
E
E
--
=
三

番
年
館
大
ホ
ー
ル
で
、
「
耳
民
救
援
の
主
企
幽
さ
れ
ま
生
活
す
る
カ
レ
ン
族
の
f
ど
川
号
室
い
あ
げ
た
サ
パ
イ
た
い
と
古
し
ま
し
た
。
性
川
和
子
(
事
ブ
ェ
ミ
ニ
ス
道
シ
ェ
ル
タ
l
ネ
ッ
ト
ワ
l

川

E
儀
齢
V
9
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性
一一
一
O
%
〕
。
現
布
、
日
本
学
術
に
人
会
を
持
ち
研
究
売
れ
引
等
を

会
議
二
百
ト
名
申
二
人
し
か
い
行
勺
て
い
る
か
、
今
年
は
、
記

な
い
女
性
会
民
の
一
人
主
口
講
演
な
ど
を
大
会
の
中
に
組

と
し
て
送
り
出
し
て
い
る
。
九
み
込
ぷ
、
一
般
公
開
。

九
年
に
は
、
同
学
会
が
所
属
す
記
念
講
演
は
、
西
川
潤
(
早

る
国
連
N
G
O
の
凶
際
家
政
学
稲
田
大
学
教
俊
)
さ
ん
の
「
持

会
の
ア
ジ
ア
六
会
を
口
本
で
開
続
可
能
な
発
展
へ
の
辺
l
H
本

く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
五
卜
の
梢
白
と
険
舛
の
環
境
」
と
、

周
年
を
機
に
学
会
の
存
在
を
多

一
番
ケ
瀬
康
F
さ
ん
(
日
本
広

く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
下
大
名
当
教
授
)
の
「
一

一卜
一

と
昌
っ
て
い
る
。
刊
紀
家
政
学
へ
の
要
望
1
稲
祉

同
学
会
は
、
毎
年
五
月
下
旬
の
観
点
よ
り
」
。
祝
賀
公
演

は
、
女
性
初
の
在
=一一回帥

・
和
泉

穆
r
T
さ
ん
ら
に
よ
る
狂
言

「友

摘
が
り
」
ロ
(
飴

・
丙
生
岡
田
日
舎
)

三
十
日
の
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
、
「
家
康
新
た
な
共
生

と
連
仰
を
求
め
て
」
舟
」
Z
T
l
マ

に
、
宮
本
み
ち
子
(
千
葉
大
)
、

在
塚
礼
F
〔
地
主
六
)
、
大
沢
真

用
(
東
大
社
会
科
学
研
究
所
)
、

岡
樗
唐
突
(
早
大
)
、
利
符
信
義

(
東
京
経
済
大
)
さ
ん
ら
が
、

袖
井
孝
チ
(
お
茶
の
水
女
チ
大

学
)
、
服
部
純

f
(兵
庫
教
育

櫛
浜
市
に
釘
性
区
民
が
4

4

人

誕
乍
し
た
。
両
院
長
・
↓

一室
宜

子
さ
ん
と
、
栄
院
長

・
凶
中
克

子
さ
ん
。
女
性
の
硝
極
的
H
H
用

を
は
か
っ
た
も
の
で
、
広
性
の

庶
民
は
大
阪
、
間
岡
、
川
的
で
出

て
レ
る
が
繍
浜
で
は
初
め
て
。

い
っ
た
後
、
夫
は
友
人
の
裏

切
り
に
あ
っ
て
名
留
も
財
嵯

も
失
う
。
そ
し
℃
ユ
キ
エ
の

ア
ル

Y
ハ
イ
マ
l
病
。
悩

み
、
苦
し
む
リ
チ
ャ
l
ド
だ

が
、
懸
命
に
生
さ
ま
っ
と
す

る
ユ
キ
エ
の
姿
に
、
残
き
品
川

た
人
生
を
2
人
で
励
ま
し
あ

っ
て
生
き
て
い
こ
つ
と
決
心

を
す
る
。
H
時
6
月
6
日
凶
は
時

会
場
湾
問
ホ
l
ル
(
J

R
T
駄
ヶ
符
駅
前
)
参
加
政

1
8
0
0
円
(
前
売
1
5

0
0
円
)
、
学
生
1
3
0
0

円。
出
込
み
・
間
合
什
白
白

・

3
4
0
2
・
8
8
3
2四
ω

-
n
d
A
λ
U
フM

・
円j
Q
υ
n
u
I

(
入
金
確
認
の
上
入
場
券
を

道
付
)

.Jtたいシーンを審車〈キャッチ.懐適で

便利な「ジョデ~イヤル晶シャトルリンデJ
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みんなのために、新置場!

込 ~唖開

• • • 

「
今
夜
は
何
に
し
よ
う
」
そ
ん
な
主
婦
の
声
を
応
復
す
る

ニ
チ
レ
イ
の
夕
食
シ
リ
ー
ズ
に
、
和
風
メ
ニ
ュ
ー
が
新
畳
場
。

好
揮
の
「
今
夜
は
つ
く
ろ
う
」
シ
リ
ー
ズ
に
加
え
、

夕
食
の
食
卓
を
さ
ら
に
お
い
し
く
、
手
際
よ
く
影
り
ま
す
。

今夜は和風が I
ほしかった |目
'，I! fレンジでもう一品。
欲しかった和風メニューで

夕食シーンがひろがりますユ

今
定
時
w.

事
穫
が

、ZL
A
r
h，
E
.

-
-
-
-
-
-
a
t
1
i
・
F
刷

.

.

 ，ae
 

落
品
川
恵
r
T
(
作
家
)
1
5
0
0
川

(閉富山り

・
1
2
0
0
円
)
主
催

介
護
の
社
会
化
ぜ
進
め
る
l
万
人

市
民
番
目
会

・
札
帽
連
桔
N
P

O
推
進
北
縛
這
金
融
申
請
所
内
国
0

5
0
・
2
8
1
・
7
3
2
7
(
石

田
)-
睡
で
見
る
軍
丘
物
語
の
じ
口
イ

ン
た
ち
剖
日
川
同
時
千
世
県
白
井
町
文

化
セ
ン
タ
ー
副
町
長
物
語
に
梧
唱
す

る
日
人
の
女
性
の
睦
そ
見
な
が
ら
詰

す
見
原
町
阻
佐
手
、
堀
井
幸
下
(
古

典
文
学
研
究
w
-E
白
虫
)
申
込

み
白
井
町
世
塘
世
間
諜
四
0
4
7

4
・
位
・
1
1
1
1

|兵三li|
手作り感覚で仕上げる好評の

本倫中華「今夜はつくろう」。

新メニューのな場で

バリエーションも光').$。

6 

月

語々;:y

-
知
っ
て
樽
す
る
揖
遣
労
働
の
ポ

イ
シ
ト
l
n
川
崎
時
泊
分
き
ゅ
ロ
あ
ん

5
F
(
大
井
町
駅
前
)
主
僻
都
品

川
骨
政
串
弼
所
m
ω
・
3
7
7
4
・

6

6

1
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争直田碕肉とカシユーナッツ貯めをつくろう・2人前/580円{税別)

かれいの電図燭削特製繭ヲ戸〉J
.6個入/580円{説別}

えぴしんじよ(特盟組子昆昧タレ付}・4個入/390円{税別)

み
免
除
、

熱
血
慨
が

、zt
h
色
、
ち
と
.

・
・
'
h
a
E
1
i
-
z
a
・
司
，

....-(輔の晴がそわた判明文ライン7'':1，)
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アムネステイが世界30カ国でキャンペーン

ア
ム
ネ
ス
テ
ィ

・
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
は
、
世
界
人
権
富
一

一言
印
周
年
を
記
念
し
て
、
人
権

擁
護
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
世
界
--a

卜
カ
国
で
く
り
ひ
ろ
げ
る
。

自
然
化
粧
品
の
「
ザ
・
ボ
デ

ィ
シ
ョ
ッ
プ
」
と
タ
イ
ア
ッ
プ

し
て
行
う
も
の
で
、
岡
田
の
百

寂
れ
た
温
泉
町
が
、
す
た
れ

か
け
た
卓
球
と
い
う
理
ひ
と
家

庭
の
中
で
存
在
感
の
な
さ
に
イ

ヤ
気
が
さ
し
、
委

・
母
親
と
い

う
も
の
を
か
な
ぐ
り
捨
て
て
家

出
し
た
女
性
に
よ
っ
て
活
気
を

取

ηι
ど
す
。
女
性
も
自
分
自

i¥。;
..d..~ 

頭
で
客
に
指
ス
タ
ン
プ
を
押
し
ト
を
つ
く
る
の
は
約
一
二
万
人
の

て
も
ら
い
、
そ
れ
を
集
め
て
ア
指
ス
タ
ン
プ
が
い
る
と
い
う
。

ム
ネ
ス
テ
ィ
が
支
援
す
る
良
心
六
月
卜
五
日
午
後
四
時
、
東

の
囚
人
の
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
を
つ
京
原
宿
駅
近
く
、
ぷ
参
道
に
而

く
る
と
い
つ
も
の
。
今
回
は
世
し
た
「
ザ

・
ボ
デ
ィ
シ
ヨ
ツ

界
で
十
一
人
の
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
プ
」
に
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
什
本
支

を
つ
く
る
が
、
日
本
は
イ
ン
ド

・部
長
の
イ
l
デ
ス

・
ハ
ン
ソ
ン

ネ
シ
ア
の
デ
ィ
タ

・
イ
ン
ダ

・

さ
ん
、
大
相
撲
の
佐
ノ
山
親
方

迫
害
さ
れ
て
い
る
の
は
い
け
な

い
。
円
分
に
で
さ
る
こ
と
で
無

理
な
く
協
刈
し
た
い
。
カ
ン
タ

ン
な
こ
と
じ
ゃ
な
い
?
」
と
諮

っ
て
い
た
。

デ
ィ
タ

・
イ
ン
ダ

・
サ
リ
さ

ん
は
一
一
ト
五
歳
の
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
女
性
。
九
六
年
じ
月
、
労
働

指
ス
タ
ン
プ
で
肖
像
作
る

日
本
は
サ
リ
さ
ん
(
幻
打
)
担
当

サ
リ
さ
ん
を
担
当
す
る
。
(
元

・
大
関
小
錦
)
ら
が
顔

日
本
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
を
見
せ
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン

六
月
十
一
日
ま
で
全
国
の
百
a

一
ト
が
行
わ
れ
た
。
「
ア
ァ
、
小

十
居
舗
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
錦
だ
」
と
同
居
前
は
た
ち
ま
ち

い
、
来
居
者
に
指
ス
タ
ン
プ
を
黒
山
の
よ
う
な
人
。
佐
ノ
山
親

押
し
て
も
ら
い
、
葉
書
に
サ
リ
方
は
、
み
な
に
「
ス
タ
ン
プ
を

さ
ん
の
釈
放
を
求
め
る
署
名
を
押
し
て
」
と
勧
め
な
が
ら
「
ど

占
い
て
も
ら
う
。
ポ
l
ト
レ
!
こ
の
国
の
人
で
も
信
条
の
た
め

UV
沓
川
卓
球
組
長
〕

「
卓
球
温
泉
」
と
は
、
な
ん

と
ヤ
ボ
っ
た
い
題
名
だ
ろ
う
と

思
っ
た
が
、
日
本
人
に
と
っ
て

温
泉
と
い
う
響
き
や
卓
球
と
い

う
ス
ポ
ー
ツ
、
と
い
つ
よ
り
遊

び
は
、
伺
と
な
く
ほ
の
ぼ
の
と

し
た
懐
か
し
さ
が
あ
る
。

~ -回・・・，.::z. 一・・・・圃同'1主主主(第3種郵便物認可)

身
の
価
値
を
見
い
出
し
、
夫
も

子
も
妻
が
母
が
い
な
く
な
っ
て

初
め
て
そ
の
存
在
の
大
き
さ
に

気
付
く
と
い
・
フ
ス
ト
ー
リ
ー
。

四
十
歳
を
過
ぎ
た
女
が
、
家

族
愛
と
い
う
鎖
に
つ
な
が
れ
て

奉
仕
的
家
事
を
続
け
て
い
る

が
、
あ
る
日
、
「
い
っ
た
い
自

分
は
何
な
の
だ
」
と
自
己
に
困

覚
め
て
家
出
す
る
と
い
う
内
容

は
、
女
性
問
題
の
入
門
編
と
い

う
と
こ
ろ
で
食
い
足
り
な
さ
は

あ
る
が
、
疲
れ
果
て
た
婁

・
母

の
顔
か
ら
、
世
間
で
必
要
な
人

間
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
く
過
程
で
、
主

役
・
藤
木
因
子
役
の
松
坂
慶
子

の
顔
が
だ
ん
だ
ん
と
輝
い
て
来

て
、
観
る
方
も
画
面
に
引
き
込

ま
れ
て
い
く
の
は
さ
す
が
演
技

派
女
優
の
松
坂
な
ら
で
は
だ
。

〈
も
の
が
た
り
〉

藤
木
国
子
は
都
内
の
高
層
集

合
住
宅
に
住
む
平
凡
な
専
業
主

婦
。
根
っ
か
ら
の
会
社
人
闘
で

休
日
も
家
に
い
な
い
夫

・
哲
郎

(
蟹
江
敬
三
)
、家
に
居
つ
か
な

砂269‘
日
本
の
家
庭
制
理
の
中
で
あ

じ
は
主
に
、
煮
魚
、
ム
ニ
エ

ル
、
唐
揚
げ
な
ど
の
方
法
で
調

理
さ
れ
ま
す
。
乙
ζ
で
使
わ
れ

る
ス
パ
イ
ス
は
、

H

生
宇
一
デ
や

か
胡
糊
u
。
し
か
も
単
品
で
使
う

こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

そ
乙
で
今
回
は
、
カ
レ
i
料

い
高
校
生
の
息
子

・
篤
(
ヨ
l

ス
ケ
)
。
園
子
は
バ
ラ
バ
ラ
の
家

1歩踏み出す勇気を示唆

温泉町復興に頑張る女性描く

族
の
中
で
家
事
を
も
く
も
く
と

や
る
こ
と
に
空
し
さ
、
や
る
せ

理
に
よ
く
使
わ
れ
る
H

コ
リ
ア

ン
ダ
ー
~
ク
ミ
ン
~
カ
イ
エ
ン

ペ
パ

l
“
な
ど
を
使
い
、
エ
ス

一
一
ッ
ク
風
に
仕
上
げ
ま
す
。
カ

イ
エ
ン
ペ
パ

l
は
辛
い
の
で
、

加
え
る
畳
に
注
意
し
ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
の
ポ
イ
ン
ト

は
、
巌
近
市
販
さ
れ
て
い
る
「
昧

第 1196雪

な
さ
を
覚
え
、
南
か
な
え
(
牧

瀬
里
穂
)
が
D
Jを
や
っ
て
い

る
ラ
ジ
オ
番
組
に
悩
み
の
相
談

を
す
る
。
か
な
え
は
無
責
任
に

家
出
砂
す
す
め
て
し
ま
・
フ
。

次
の
目
、
園
子
は
車
で
家
を

出
た
。
当
て
も
な
く
車
を
走
ら

せ
て
い
る
う
ち
、
車
が
エ
ン
コ

し
て
困
っ
て
い
る
男
の
集
団
を

乗
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
等

は
、
客
足
が
減
り
窮
地
に
陥
っ

て
い
る
竜
宮
温
泉
旅
館
の
主
た

ち
。
国
子
も
自
然
に
竜
宮
温
泉

へ
向
か
う
が
、
因
子
の
車
も
動

か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ

に
通
り
か
か
っ
た
の
が
浦
乃
か

な
え
(
因
子
に
家
出
砂
す
す
め

た
D
Jの
本
名
)
。
彼
女
は
竜
宮

温
泉
の
老
舗
旅
館
「
蓬
莱
屋
」

の
一
人
娘
で
、
母
親
が
亡
く
な

っ
た
た
め
「
蓬
莱
屋
」
を
廃
業

し
て
し
ま
お
w

っ
と
帰
る
途
中
だ

っ
た
の
だ
。

「
蓬
莱
麗
」
は
、
哲
郎
と
二

十
年
前
に
宿
泊
し
た
想
い
出
の

旅
館
だ
っ
た
。
園
子
は
無
理
を

一言っ
て
泊
め
て
も
ら
い
、
卓
球

付
き
パ
ン
粉
」
を
使
う
点
で

す
。
素
材
に
直
接
パ
ン
粉
伊
ま

ぶ
す
こ
と
が
で
き
、
一
手
間
省

け
て
便
利
で
す
。

《あ
じ
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
幌

き
》
【
作
り
方
}

①
あ
じ
は
エ
一
フ
、
内
臓
、
ゼ

イ
ゴ
を
取
り
除
き
、
よ
く
洗
っ

て
水
気
を
ふ
き
取
る
。
レ
モ
ン

は
く
し
型
に
8
等
分
す
る
。

②
ボ
ウ
ル
に
パ
ン
粉
(
味
付

き
)
を
入
れ
、
ス
パ
イ
ス
を
加

飢
え
て
混
ぜ
合
わ
せ
る
。

暗
雲
じ
に
、
ス
パ
イ
ス
入
り

クスェ
円
Jカん

エ
ス
ニ
ッ
ク
料
理
の
コ

y
は
、
い
か
に
し
て
そ
の

国
の
風
味
を
出
せ
る
か
、

で
す
。
中
国
な
ら
「
五

香
」
。
こ
の
ス
パ
イ
ス
ミ
ッ

ク
ス
を
、
い
ろ
い
ろ
な
料

理
に
使
う
と
、

H

中
国

風
u

と
一言
わ
れ
ま
す
。
今

者
の
段
低
白
金
の
上
ω升
を
求
め

る
デ
モ
に
参
加
し
た
。
デ
モ
は

平
和
裡
に
お
こ
な
わ
れ
た
の

に
、
軍
隊
と
省
察
に
よ
り
鎮
圧

さ
れ
た
。
サ
リ
さ
ん
は
懲
役
丘

年
の
刑
を
受
け
服
役
中
。
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
は
労
働
組
合
を
組
織

し
た
り
、
参
加
す
る
こ
と
に
厳

台
を
見
つ
け
る
。
そ
し
て
、
二

十
年
前
哲
郎
と
卓
球
で
遊
ん
だ

時
の
こ
と
を
想
い
出
す
。

そ
ん
な
様
子
を
、
こ
の
町
の

長
老
で
「
亀
屋
」
の
大
E
那
(
桜

井
セ
ン
リ
)
が
微
笑
ま
し
く
見

つ
め
、
高
校
時
代
に
卓
球
部
に

い
た
若
者
、
公
平
を
つ
か
ま
え

て
園
子
と
卓
球
を
や
ら
せ
る
。

大
旦
那
と
公
平
、
園
子
が
中

心
と
な
っ
て
卓
球
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
を
作
り
、
卓
球
で

温
泉
町
伊
復
興
さ
せ
よ
、
フ
と
頑

張
り
始
め
る
。
そ
し
て
、
復
興

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
卓
球
大
会
を

開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
園

し
い
制
限
を
謀
し
て
お
り
、
位

凶
作
人
権
宣
言
J

一ト
一
二
条
違
反
と

し
て
此
界
か
ら
批
判
砂
あ
び
て

い
る
。な
お
、
指
ス
タ
ン
プ
迎
動
と

辿
勤
し
て
、
ト
月
=
.
卜
円
ま
で

札
幌
、
仙
台
、
東
京
、
横
浜
、

名
占
屋
、
大
阪
、
福
岡
で
「
ア

ー
ト
に
よ
る
世
界
人
権
宣
言」

ポ
ス
タ
ー
展
を
行
う
。
和
田
誠

さ
ん
ら
日
本
の
著
名
な
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
二
十
一
一
人
が
、
人
権
、

日
由
、
平
和
、
共
生
、
地
球
を

一ア
l
マ
に
描
い
た
も
の
。
東
京

で
は
五
月
十
五
日
か
ら
三
十
一

日
ま
で
ザ

・
ボ
デ
ィ
シ
ョ
ッ
プ

表
参
迫
ア
ク
シ
ョ
ン
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
で
。
ほ
か
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
イ
オ
ン
フ
ォ
レ
ス
ト
(
ザ

・
ボ
デ
ィ
シ
ョ
ッ
プ
)
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
部
へ
(回

ω・

5
8
0
0
・3
8
1
0
)

子
は
自
分
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
と
と
に
久
し
ぶ
り
の
充
実
感

を
か
み
し
め
て
い
た
。

一方
、
二
i
三
日
も
す
れ
ば

園
子
は
帰
っ
て
来
る
と
タ
カ
を

く
く
っ
て
い
た
哲
郎
だ
が
、
だ

ん
だ
ん
あ
せ
り
始
め
て
い
た
。

園
子
が
い
な
く
な
っ
て
初
め
て

彼
女
の
存
在
の
大
き
さ
に
と
ま

ど
う
の
だ
っ
た
。
そ
の
結
末
は

..... 五
月
十
六
日
か
ら
全
国
ロ

ー
ド
シ
ョ
ー
上
映
。
上
映
時
間

日
一
時
間
五
十
分
。
監
督

・
脚

本
日
山
川
元
、
製
作
川
大
映

側
、
配
給
H
東
宝
側
。

歯
の
衛
生
週
間

「
お
昼
の
歯
磨
き
」
さ
ら
に
展
開

の
パ
ン
粉
を
押
え
つ
け
る
よ
う

に
付
け
、
耐
熱
容
践
に
あ
じ
を

並
べ
、
上
か
ら
オ
リ
ー
ブ
油
を

ま
ん
べ
ん
な
く
か
け
る
。

④
1
8
0℃
に
熱
し
た
オ
ー

プ
ン
で
日
分
焼
き
、
さ
ら
に
温

度
を
2
0
0℃
に
上
げ
て
5
分

焼
き
、
カ
ラ
リ
と
焼
き
上
げ

る。
⑤
レ
モ
ン
と
パ
セ
リ
を
添

え
、
そ
の
ま
ま
食
卓
に
出
す
。

(
資
料
提
供
・
ラ
イ
オ
ン
側

食
品
研
究
所
/
料
理
指
導
・
園

田
じ
口
子
)

回
は
、
東
南
ア
ジ
ア
や
イ

ン
ド
伊
イ
メ
ー
ジ
し
た
エ

ス
ニ
ッ
ク
料
理
で
、
コ
リ

ア
ン
ダ
ー、

ク
ミ
ン
、
カ

円
本
歯
磨
工
業
会
は
六
月
四

日
か
ら
始
ま
る
歯
の
衛
生
週
間

に
「
地
域
に
根
ざ
し
た
8
0
2

0
運
動
の
展
開
」
な
ど
、
歯
の

衛
生
に
関
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
展
開
す
る
。

今
年
の
啓
発
ポ
ス
タ
ー
は
愛

媛
県
の
小
学
校
六
年
生
の
作
っ

た
標
語
「
い
つ
ま
で
も
み
が

い
て
か
ん
で
じ
よ
う
ぶ
な

!II 

あじ 4尾、味付きパン粉(市販品)大
さじ 3、コリアンダ一大さじ l、クミン
小さじ 2、カイエンペパー小さじ弘、タ
ラゴン小さじ l、オリーブ油適宜、付け
合わせ 11レモン l個、 パセリ適宜

イ
エ
ン
な
ど
を
使
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
ス
パ
イ

ス
は
、
イ
ン
ド
の
カ
レ
ー

糾
理
に
は
な
く
て
は
な
ら

な
い
ス
パ
イ
ス
。
日
本
の

カ
レ
l
粉
に
も
よ
く
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

「
エ
ン
ジ
ョ
イ

自
立
生
活
」

障
害
を
最
高
の
恵
み
と
し
て

樋
口
恵
子
著

著
者
は
「
高
齢
社
会
を
よ
く

す
る
女
性
の
会
」
代
表
の
樋
口

恵
子
さ
ん
と
同
姓
同
名
だ
。
共

に
福
祉
問
題
の
リ
ー
ダ
ー
だ

「
ど
う
な
る
老
後

介
護
保
険
を
考
え

る」地方
自
治
体
の
介
護

サ
|
じ
ス
総
点
検

共
同
通
信
社
編
集
委
員
室
編

歯
」
を
入
れ
た
も
の
。
全
国
の

小
、
中
学
校
、
保
健
所
等
に
配

付
す
る
。
ま
た
一
昨
年
か
ら
行
っ
て
い

る
「
お
昼
の
歯
み
が
き
」
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
更
に
展
開
。
朝
食

の
前
後
に
歯
を
み
が
い
て
い
る

山
山
た
一信一定

5 

月

V
地
酷
の
風
コ
ン
サ
ー
ト

幻
日
凶
日
時
加
分
江
戸
東

京
博
物
館
ホ
l
ル

(
J
R
・
両

国
駅
西
口
)
チ

・
ブ
ル
グ
ド

(
モ
ン
ゴ
ル
馬
頭
琴
)
、
M
A

Y
A
(
フ
ォ
ル
ク
ロ
1
レ)、

c

H
A
U
T
A
R
I
B
A
N
D
 

(
ネ
パ

1
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
)
、B
-
Bモ
フ
ラ
ン
(
ザ
イ

l
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
)
※
コ

ン
サ
ー
ト
の
収
益
は
「
地
雷
廃

絶
日
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
委
員

会
」
を
通
し
地
雷
廃
絶
運
動
に

役
立
て
ら
れ
る

2
0
0
0円

主催・・・

T
o
k
y
o地
球
市

民
フ
ェ
ス
タ
宙
実
行
委

・
掛
東

京
国
際
交
流
財
団
予
約

・
問

合
せ
・
:四
回
・

3
2
9
4
・
5

3
7
0、
四

ω
・3
2
9
4
・

5
3
9
8
(
N
G
O活
動
推
進

セ
ン
タ
ー
内
)

V
ラ
チ
ョ
フ
、
マ

l
ヴ
リ
ナ

追
悼
展
ね
日
同
1
7月
ロ
白
川
ち

ひ
ろ
美
術
館
(
西
武
新
宿
線
上

井
草
駅
7
分、

圃

ω
・3
9
9

5
・
0
6
1
2
)

ラ
チ
ョ
フ

が
、
本
S
の
著
者
は
幼
時
、
作

椎
カ
リ
エ
ス
に
か
か
り
、
小
学

時
代
に
は
施
設
で
抱
た
き
り
に

な
る
。
だ
が
、
施
設
の
生
活
に

疑
問
を
感
じ
、
日
分
か
ら
施
設

を
出
る
。
判
時
、
障
害
歩
も
つ
人
は
、

中
学
卒
業
後
は
手
に
職
を
つ

け
、
家
族
の
も
と
で
細
々
と
生

き
る
の
が
吋
然
と
さ
れ
て
い
た

が
、
車
い
す
で
生
き
生
き
と
働

く
男
性
と
出
会
っ
て
、
自
立
の

道
を
歩
み
出
す
。
の
ち
パ
ー
ト

ナ
ー
と
な
る
そ
の
男
性
と
の
再

会
も
、

E
占
の
積
極
的
な
生
き

方
の
賜
だ
ろ
う
が
、
障
富
者
リ

ー
ダ
ー
養
成
研
修
の
た
め

一人

で
渡
っ
た
ア
メ
リ
カ
で
の
経
験

が
、
「
障
害
は
私
の
個
性
」
と

言
え
る
考
え
方
を
育
て
る
。

円
本
で
は
障
害
が
あ
れ
ば
陣

首
長
の
や
る
気
次
第
と
も
言
わ

れ
る
。
そ
こ
で
、
全
国
の
通
信

網
を
も
っ
共
同
通
信
社
が
、
自

治
体
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
総
点

検
し
、
一
九
九
六
年
四
月
か
ら

一
年
間
、
全
国
二
十
六
紙
に
連

載
し
た
記
事
を
ま
と
め
た
。

「
家
族
で
看
る
の
が
当
然
」

と
さ
れ
た
日
本
型
福
祉
政
策
が

わ
が
国
の
福
祉
伊
遅
ら
せ
た
と

の
指
摘
も
あ
る
。
そ
の
福
祉
の

貧
困
さ
を
物
語
る
、
い
わ
ゆ
る

「
社
会
的
入
院
」
の
増
加
で
、

老
人
医
探
費
が
か
さ
み
、
医
掠

菌
加
制
策
と
し
て
新
し
く
福
祉

シ
ス
テ
ム
が
検
討
さ
れ
る
に
至

っ
た
経
過
も
示
さ
れ
て
い
る
。

人
は
九
六
%
、
夕
食
後
と
就
寝

前
に
み
が
い
て
い
る
人
は
九
五

%
に
の
ぼ
る
が
、
昼
食
後
に
み

が
く
人
は
た
っ
た

一
九

%
。
昼

の
歯
み
が
き
を
も
っ
と
ひ
ろ
め

る
た
め
、
積
極
的
に
広
報
活
動

を
お
こ
な
う
。

川
「
て
ぶ
く
ろ
」
「マ
l
シ
ャ
と

く
ま
」
な
ど
却
点
、
マ
l
ヴ
リ

ナ
川
「
サ
ル
タ
ン
王
物
語
」
な

ど
加
点
大
人
印
0
円
、
中
高

生
別
円
小
学
生
川
円

V
藤
沢
衛
彦
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

北
斎
・
俊
満
・
英
泉
・
広
重
ほ

か
摺
物
展

羽
田
川
内
ま
で
太
田
記
念
美

術
館
(
渋
谷
区
神
宮
前
)
民

俗
学
、
児
童
文
学
な
ど
広
い
分

野
で
活
路
し
た
藤
沢
衛
彦
氏

(1
9
6
7年
没
)
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
。

2
4
2枚
の
摺
物
が

貼
り
込
ま
れ
た
上
下
2
冊
の
摺

物
帖
が
話
題
問
合
せ
:
同
館

四
回・

3
4
0
3
・
0
8
8
0

V
カ
ナ
ダ
の
絵
本
と
子
ど
も

の
文
化
展
、
子
ど
も
の
た
め
の

布
の
絵
本
展
l
野
口
光
世
の
世

界
出
日
間
ま
で
絵
本
の
樹
美

術
館

(
J
R小
海
線
甲
斐
大
泉

駅
下
車
)
四
万
5
5
1
・
犯

-

0
9
1
8
 

V
柳
宗
理
の
デ
ザ
イ
ン

6
月
l
日
開
ま
で
セ
ゾ
ン

莞
術
館
(
西
武
池
袋
居
内
)

戦
後
の
工
業
デ
ザ
イ
ン
の
パ
イ

一
局
者
以
外
の
川
将
で
も
は
く
、

胞
設
か
病
院
が
生
活
の
場
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
が
、

Eμ
引

は
い
州
凶
後
、
日
本
で
初
の
日
立

住
所
セ
ン
タ
ー
設
以
に
か
か
わ

る
。
そ
の
後
、
町
川
ヒ
ュ
ー
マ

ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
ス
タ
ー
ト

さ
せ
、
間
一
下
け
を
γ

内
定
、
克
服
す

る
の
で
は
な
く
、
あ
り
の
ま
ま

を
認
め
、
自
分
な
り
に
坐
さ
る

こ
と
を
す
す
め
て
い
く
。

女
性
障
害
者
の
子
宮
摘
出
も

許
す
優
生
保
護
法
の
撤
廃
に
も

か
か
わ
り
、

「政
策
決
定
の
場

へ
の
障
害
当
若
者
の
参
加
の
喧

要
性
」
か
ら
町
田
市
市
会
議
員

に
も
な
る
。
障
害
と
女
性
を
パ

ワ
ー
に
し
て
、
社
会
を
変
え
て

い
く
著
者
の
半
生
に
勇
気
を
う

え
ら
れ
る
。
(
陽
)
(
現
代
書
館

本
体
H
千
五
百
円
)

だ
が
高
齢
者
比
率
が
昨
年

一

五
%
を
超
え
、
す
で
に
「
高
齢

社
会
」
に
突
入
し
て
い
る
の
に

行
政
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
圧
倒

的
に
不
足
し
て
い
る
の
だ
。

本
書
に
は
、
ホ
l
ム
ヘ
ル
パ

ー
、
特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム、

老
人
保
健
施
設
、
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
等
に
つ
い
て
進
ん
で
い
る
自

治
体
の
事
例
や
問
題
点
が
数
多

く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
福
祉
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制

度
の
必
要
や
識
者
の
意
見
な
ど

も
盛
り
込
ま
れ
、
考
え
る
材
料

に
不
足
は
な
い
。

介
護
保
険
制
度
の
開
始
に
あ

た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
自

治
体
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
点
検

す
る
時
、
本
書
の
具
体
例
は
大

い
に
参
考
に
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
(
陽
)

(
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

川
一
.
千
円
)

本
体

オ
ニ
ア
の
柳
宗
理
の
仕
事
と
思

想
の
全
ぼ
う
の
回
顧

1
2
0

0
円
、
大
・
高
生
9
0
0円

V
「
さ
ま
ざ
ま
な
人
物
表

現
」
展
6
月
幻
日
同
ま
で
※
月
曜
休

館

9
時
加
分
1
げ
時
静
岡

県
富
士
宮
市
・
富
土
美
術
館

所
蔵
品
の
中
か
ら
人
間

・
人
物

像
を
主
題
と
し
た
美
術
工
芸
品

約
1
0
0点
を
展
示
。
中
国
の

陶
磁
器
、
朝
鮮
の
家
具
調
度
な

ど

大

人

7
5
0円
、
大
高
生

4
0
0、
中
小
生
3
0
0円

問
合
せ
:
・
同
館
回
0
5
4
4
・

四
・
2
5
5
0
0

「
色
絵
皿
形
水
注
」
江
戸
時
代

らか100%だ
い。

• 
自動恒亮樋による高留の厩膏は午睡11・脅かり午前5暗まで停止されています劃.a.睡亮サ〆トリ-.式全世

まう

、、

でまワア


